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菊文館 菊老福菊池市文化会館 菊池老人福祉センター
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ
菊福館

菊池公園多目的グラウンド
菊池市福祉会館

七支所 七城総合支所
七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭公図

旭志公民館
旭志公民館図書室

泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター

七多セ七多セ七多セ

○内の数字は掲載ページ。イベントの最新情報はホームページをご覧ください。

▼
こ
と
し
の
菊
池
映
画
祭
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
は
印
象
的
で
し

た
。
八
千
代
座
に
映
え
る
褐
色

の
絨
毯
。
式
典
に
風
情
と
花
を

添
え
る
人
力
車
と
豪
華
ゲ
ス
ト

陣
。
山
鹿
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
方
か
ら
聞
い
た

言
葉
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

「
菊
池
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
で

き
て
楽
し
か
っ
た
」。
自
治
体

の
垣
根
を
越
え
、
市
民
同
士
の

思
い
を
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト
に
も

な
っ
た
よ
う
で
す
。　
　

野
中

発行・編集

印刷

菊池市役所市長公室
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL 0968(25)7252
FAX 0968(25)2322
ホームページ  http://www.city.kikuchi.lg.jp
市長メール  mayor@city.kikuchi.lg.jp
広報メール  kouhou@city.kikuchi.lg.jp

株式会社西川印刷

編
集
後
記

デ
タ
ポ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
住
民
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
デ
タ
ポ
ン
」
で
は
、
市
の
最
新
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
方
法　
①
Ｒ
Ｋ
Ｋ
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
局　
②
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す　
③
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
デ
タ
ポ
ン
」
を
選
択

▼
大
盛
況
だ
っ
た
菊
池
映
画
祭

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
行

定
勲
監
督
作
品
の
熊
本
映
画

「
う
つ
く
し
い
ひ
と
」。
く
ま
も

と
映
画
製
作
実
行
委
員
会
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
期
間
限
定

ネ
ッ
ト
配
信
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
配
信
期
間
は
４

月
22
日
ま
で
。
映
画
祭
で
見
た

人
も
、
ま
だ
見
て
い
な
い
人
も
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。
熊
本
の
魅
力
が
た
く
さ
ん

つ
ま
っ
た
映
画
で
す
。　

楳
田

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
3/27 3/28 3/29 3/30 3/31 １ ２

●中央おはなし会
10:30 ～菊公図

３ ４
◆菊池市戦没者追悼
式　10:00 ～
菊池市総合体育館
サブアリーナ
●アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）西部セ

５
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ

６
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

７
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

８
◆菊池渓谷山開き式
典　11:00 ～
菊池渓谷内展望所
●３歳児健診 
13:10 ～ 13:30

（受付）菊文館

９
●きくちおはなしの
もり「おはなしかい」
10:30 ～菊公図
●しすいっ子童話会
のおはなしかい
11:00 ～泗　図

10 11
●育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ

12
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊中公
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

13
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）菊中公
■行政無料相談
10:00 ～12:00
菊中公
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

14
◆すくすく講座�
10:30 ～児童セ
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）七多セ

15
●３歳児健診 
13:10 ～ 13:30

（受付）菊文館
■男女共同参画専
門委員相談
13:30 ～16:30

（要予約）
市役所３階第１委
員会室

16
●おたのしみ会
10:30 ～菊公図
●旭志おはなし会
13:30 ～旭公図
●古典を楽しむ会 
14:00～泗　図
●七城おはなし会 
14:00 ～七公図
◆延寿鍛治展
～4/30まで
菊池神社、菊池夢美
術館、わいふ一番館

17
●泗水おたのしみ会
14:00～泗　図

18 19
●２歳児歯科健診 
13:10 ～ 13:40

（受付）菊文館
■認知症サポー
ター養成講座�
14:00 ～菊福館

20
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

21
◆すくすく講座�
10:30 ～児童セ

22
●おはなしの部屋 
11:00～泗　図
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

23
●きくちおはなしの
もり「おはなしかい」
10:30 ～菊公図
●しすいっ子童話会
のおはなしかい
11:00 ～泗　図
◆第37回菊池まちづ
くり道場�
19:00 ～松倉邸

24
◆軽トラ朝市
7:30 ～ 11:30
迎町・中央区・立町

25
■納税相談夜間窓口
�～4/28まで
～20:00税務課

26
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊中公
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■もの忘れ相談会�
13:30 ～16:00

（要予約）菊中公

27
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

28
◆すくすく講座�
10:30 ～児童セ
■認知症介護
家族のつどい�
13:30 ～15:30
菊老福
◆菊池一族まつり前
夜祭
18:00 ～20:00
菊池松囃子能場

29
◆菊池一族まつり
9:00 ～17:30
菊池神社他

30
◆菊池一族ゆかりの
地見学会
9:00 ～14:00

（要予約）聖護寺他
●中央おはなし会
10:30 ～菊公図

5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6 5/7
●中央おはなし会
10:30 ～菊公図

5/8 5/9
●育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ

5/10 5/11
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）菊中公
■行政無料相談
10:00 ～12:00
菊中公

5/12 5/13 5/14

情報と元気を発信するマガジン
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菊池公園一帯の
桜の動画をご覧
いただけます

9,100人が感涙した３日間をフォトリポート



■ i 広報紙とは
　いつでもどこでも広報紙を読むことができるようになる
スマートフォン用無料アプリです。毎月広報紙が発行され
るとお知らせが届きます。他の自治体の広報紙も読むこと
ができます。
　詳しくは i 広報紙のホームページをご覧ください。
Ⓗ http://ikouhoushi.jp/lp/kumamoto_kikuchi
　　　　　　　　　　　　QR コード↓

Contents ～今月号の掲載項目～

２月末の人の動き
人口 対前月比

人　口：49,969 人 － 49
男　性：24,046 人 － 18
女　性：25,923 人 － 31
世　帯：18,676 世帯 － 1

年齢別人口 
0 歳～ 14 歳 ： 6,592 人 13%

15 歳～ 64 歳 ： 28,134 人 57%
65 歳以上 　： 15,243 人 30%

３ 市民提案型協働事業　提案募集

４

～

７

フォトリポート

菊池映画祭2016
８ 健康だより
こころの健康とストレス
血糖下げようセミナー結果を発表します！／医療費などの
還付金詐欺にご注意ください／歯ッピーキッズ

10
11

輝けきくち
エンジョイスポーツ

12
13

デタポン／安心安全メールをご利用ください
国民年金情報

14
15

文芸きくち
図書だより

16
17

人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

18

～

25

情報つう
▼お知らせ
春の全国交通安全運動／緑の募金にご協力をお願いします／交通事
故などの第三者行為による傷病／はり・きゅう利用券を交付します
／「菊池市国民健康保険人間ドック」受付開始／植樹や植栽を行う
団体などに補助を行います／４月分から各種手当額を改定します／
農用地利用計画の変更（除外・編入）申出書受付／ミツバチに対す
る農薬危害防止／地域づくりを推進する団体などへの補助制度／介
護予防ミニ講座／環境に優しい合併浄化槽に切り替えましょう／児
童生徒の就学費用を援助します／４月から市町村設置型浄化槽使用
料が変わります／狭あい道路の整備／縦覧簿の縦覧と固定資産税課
税台帳の閲覧／菊池市の放射線量／ひとり親家庭の自立支援給付金
制度／市有財産（土地）を公売します／ひとり親家庭の子育てを応
援します／農業委員会の申請書締め切り日と会議開催日が変わりま
す／詐欺被害防止のため金融機関窓口で声掛けを実施中／４月から
障害者差別解消法がスタートします／指定ごみ袋に可燃ごみ（極小）
を導入しました／ＮＨＫラジオ「民謡をたずねて」放送予定日／介
護保険サービスの内容が一部変わります
▼募集
いきいき養生塾第１期参加者募集（昼コース）／ＪＩＣＡボランティ
ア募集／県民介護講座受講生募集／職業訓練コース／幸せさがし「合
コン」～パート 43 ／小学生～高校生のための夏休み海外研修プログ
ラム／農地を貸したい人・借りたい人を募集しています
▼相談・講演講習
こころの相談／納税相談夜間窓口を開設します／ものづくりの人材育
成を支援します／住宅リフォーム無料相談窓口／男女共同参画専門委
員相談／もの忘れ相談会／認知症介護家族のつどい／あなたの就職を
サポート！キャリアカウンセリング／手話奉仕員養成講座／認知症サ
ポーター養成講座
▼イベント
未就学児のためのすくすく講座／第 37 回菊池まちづくり道場／菊
池渓谷山開き式典開催

26
27

市民の広場
きくちっ子だより

28
29

文教の偉人／菊池の企業
TOPICS ～まちの話題～

34
35

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

今月の表紙
昨年３月に撮影した菊池
公園の桜です。写真の建
物は観月楼展望所。菊池
公園と市内が一望できる絶
景スポットで、毎年大勢の
花見客が訪れています。夜
になると公園内の提灯に明
かりがともり、昼間とは一
味違った風情を楽しめます。
ぜひお楽しみください。 

募集する事業の内容
➊市民提案型
　　テーマは自由。公共・公益性が高く、先駆的で他の見本となる事業。

➋行政提案型
　 ①森の中のまちづくり　②桜の里づくり　③ホタルの里づくりに関する事業。

●応募要件
　主に市内で活動する団体（ＮＰＯ、ボランティア団体、
地縁団体、企業など）で、次の要件を全て満たす団体です。
複数の団体による共同提案も可能です。
・10 人以上で構成する団体。
・ 団体運営に関する規約などがあり、適正な会計処理が行

われていること。
・ 営利、宗教、政治活動を目的とした団体でないこと。た

だし、民間企業が社会貢献活動として応募する場合は除く。

●地域づくりを推進する団体への補助制度
　市民の皆さんが自ら考え実践する地域づくりに対して経
費の一部を補助します。詳しくは 19 ページをご覧ください。

●補助金
　１事業につき 30 万円以内で補助します（予算の範囲内）。
　事業経費のうち、事業実施に直接必要な経費（材料費、
印刷費、講師謝礼など）が対象です。人件費、事務所の賃
借料、光熱費など団体の維持や運営に係る経費、会合など
での食料費、備品購入費など、提案事業と関係のない経費
は対象外です。
募集期限　5 月31 日㈫
応募方法　申請書などの様式や要綱は企画振興課で受け取
るかホームページからダウンロードし、必要書類を添えて
企画振興課へ郵送するかお持ちください。

提案募集

民間 行政

菊池の未来のために

多様化する市民ニーズや課題解決のために
市内で活動する皆さんからアイデアを募集します

問い合わせ先　企画振興課地域振興係　☎ 0968(25)7250

市民提案型協働事業
未来のためのアイデアをカタチに！

Citizen proposal collaboration business

3 22016 April広報きくち2016 April広報きくち
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©2016 菊池映画祭実行委員会

1. 大勢の観客に迎えられレッドカーペットを歩くゲスト 2.3. 八千
代座の前でメディアの取材に応じるゲスト。左から米村さん、行定
監督、橋本さん、高良さん、石田さん、姜さん 4. 人力車を引くのは
菊池人力車「俥楽の会」と「やまが人力車」の皆さん 5. 八千代座の
舞台で観客とくまモンと一緒に記念撮影 6.「うつくしいひと」に出
演した舞踊団「花童」の舞踊 7. 撮影の裏話で盛り上がる出演者 8. ゲ
ストの登場に感極まった表情を浮かべる来場者 9. 意匠を凝らした
八千代座の内装 10. 満席となった八千代座 11. 菊池文化会館のホワ
イエに用意された手書きの映画看板。制作したのは看板絵師の松

ま つ

尾
お

寿
と し

夫
お

さん（玉名市）12. 二日目に登場した中井貴一さん㊧と行定監督

　
「
う
わ
ー
す
ご
い
。
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
み

た
い
」。
ま
っ
す
ぐ
に
敷
か
れ
た
レ
ッ
ド

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
見
た
来
場
者
が
感
嘆
の
声

を
漏
ら
し
ま
し
た
。

　
「
菊
池
映
画
祭
２
０
１
６
」
は
３
月
４

日
か
ら
６
日
ま
で
の
3
日
間
、
山
鹿
市
と

本
市
で
開
催
さ
れ
、
延
べ
約
９
1
０
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。
菊
池
市
民
有
志
で
つ

く
る
実
行
委
員
会
（
中な

か

原は
ら

源げ
ん

士し

郎ろ
う

委
員

長
）
が
主
催
。
今
回
は
、
菊
池
川
流
域
の

文
化
を
全
国
に
発
信
し
、
映
画
祭
を
広
域

で
盛
り
上
げ
よ
う
と
考
え
、
開
会
式
典
を

国
指
定
重
要
文
化
財
の
山
鹿
八
千
代
座
で

初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

熊
本
出
身
で
映
画
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を

務
め
る
行ゆ
き

定さ
だ

勲い
さ
お

監
督
を
筆
頭
に
、
同
監
督

が
製
作
し
た
短
編
映
画
「
う
つ
く
し
い
ひ

と
」
に
出
演
す
る
熊
本
出
身
の
俳
優
陣
、

橋は
し

本も
と

愛あ
い

さ
ん
、
高こ
う

良ら

健け
ん

吾ご

さ
ん
、
石い
し

田だ

え

り
さ
ん
、
姜か
ん

尚さ
ん

中じ
ゅ
ん

さ
ん
、
米よ
ね

村む
ら

亮り
ょ
う

太た

朗ろ
う

さ

ん
が
人
力
車
に
乗
っ
て
登
場
。
６
人
が
そ

ろ
っ
て
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
歩
き
喝
采

を
浴
び
ま
し
た
。

　

豪
華
ゲ
ス
ト
を
一
目
見
よ
う
と
、
八
千

代
座
前
に
は
約
１
２
０
０
人
の
フ
ァ
ン
が

来
場
。
菊
池
市
か
ら
来
た
女
性
は
「
昨
年

か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
熊
本
出
身
の

有
名
人
が
来
て
く
れ
て
地
元
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
」。
東
京
か
ら

来
た
男
性
は
「
こ
ん
な
場
所
で
映
画
祭
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
。
３
日

間
映
画
と
熊
本
を
満
喫
し
た
い
」
と
興
奮

気
味
に
話
し
ま
し
た
。

　

八
千
代
座
の
舞
台
に
立
っ
た
橋
本
さ
ん

は
「
一
度
来
て
み
た
か
っ
た
。
こ
ん
な
に

多
く
の
人
が
足
を
運
ん
で
く
れ
て
う
れ
し

い
」。
高
良
さ
ん
は
「
前
回
の
菊
池
映
画

祭
に
来
た
と
き
か
ら
行
定
さ
ん
と
『
熊
本

で
映
画
を
撮
り
ま
し
ょ
う
』
と
話
し
て
い

た
。
こ
の
映
画
を
シ
リ
ー
ズ
化
し
た
い
」

と
語
り
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
「
う
つ
く
し
い
ひ
と
」
の
上
映
後
は
ゲ

ス
ト
が
舞
台
に
再
登
場
。
観
客
か
ら
の
質

問
に
答
え
る
な
ど
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

行
定
監
督
は
「
県
民
の
皆
さ
ん
全
員
が
こ

の
映
画
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
菊
池
映
画

祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
監
督
冥
利
に
尽
き
る
」
と
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

１

３

２

４

５

６７８

10

９

1112
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Profile　なかい・きいち
1961 年 9 月 18 日生まれ。俳優・監督。東京
都世田谷区出身。成蹊大学経済学部卒業。オフィ
ス貴貴所属。大学在学中に本格的に俳優業を開
始。「連合艦隊」でデビュー。同作品で日本ア
カデミー賞新人俳優賞を受賞。その他受賞歴多
数。テレビドラマ、CM にも数多く出演。54 歳。

熊本映画「うつくしいひと」期間限定配信中！
４月22日㈮まで http://kumamotoeiga.com/ ©くまもと映画製作実行委員会

　
５
日
か
ら
本
市
に
会
場
を
移
し
、
菊
池

文
化
会
館
に
は
延
べ
約
２
千
人
が
来
場
。

今
回
の
メ
ー
ン
ゲ
ス
ト
で
俳
優
の
中
井

貴
一
さ
ん
が
登
場
す
る
と
、
会
場
か
ら
は

大
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
日

は
中
井
さ
ん
の
思
い
入
れ
の
あ
る
３
本

の
映
画
、
故
市い
ち

川か
わ

崑こ
ん

監
督
作
の
「
そ
の
木

戸
を
通
っ
て
」、相そ

う

米ま
い

慎し
ん

二じ

監
督
作
の
「
東

京
上
空
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」、
中
井
さ

ん
の
父
・
故
佐さ

田だ

啓け
い

二じ

さ
ん
が
主
演
し

た
「
こ
の
広
い
空
の
ど
こ
か
に
」
を

上
映
。
合
間
に
自
身
の
映
画
へ
の
思

い
や
亡
く
な
っ
た
父
に
つ
い
て
行
定
勲

監
督
ら
と
対
談
し
、
撮
影
秘
話
な
ど
を

語
り
ま
し
た
。

　

中
井
さ
ん
は
「
行
定
さ
ん
か
ら
の
菊
池

映
画
祭
の
ア
ピ
ー
ル
が
す
ご
く
て
。『
菊

池
は
食
べ
物
が
う
ま
い
、
温
泉
が
良
い
、

人
も
良
い
、
空
気
が
う
ま
い
、
何
と
言
っ

て
も
水
が
う
ま
い
』
と
熱
く
語
ら
れ
、
今

日
こ
う
し
て
や
っ
て
来
ま
し
た
。
温
泉
に

入
り
ま
し
た
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
」

と
出
演
依
頼
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し
、

観
客
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

「
き
く
ち
の
夜
会
」も
大
盛
況

　

最
終
日
の
６
日
は
、
八
代
市
出
身
の
遠と
お

山や
ま

昇し
ょ
う

司じ

監
督
が
手
掛
け
た
「
マ
ジ
ッ
ク

ユ
ー
ト
ピ
ア
」
な
ど
３
本
の
招
待
作
品
が

上
映
さ
れ
、
幕
間
に
は
監
督
や
俳
優
が
登

壇
。
フ
ァ
ン
か
ら
「
あ
の
シ
ー
ン
で
音
楽

を
流
さ
な
か
っ
た
理
由
は
？
」「
料
理
を

食
べ
な
が
ら
話
す
シ
ー
ン
は
監
督
の
指

示
？
」
な
ど
専
門
的
な
質
問
が
あ
り
、
ゲ

ス
ト
は
驚
き
な
が
ら
も
て
い
ね
い
に
答
え

て
い
ま
し
た
。
最
後
は
初
日
に
続
き
「
う

つ
く
し
い
ひ
と
」
を
再
上
映
。
会
場
が
明

る
く
な
り
行
定
監
督
が
登
場
す
る
と
、
観

客
は
総
立
ち
で
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　

夜
は
菊
池
松
囃
子
能
場
周
辺
に
場
所
を

移
し
て
「
き
く
ち
の
夜
会
」
を
ス
タ
ー
ト
。

能
場
で
は
、
津
軽
三
味
線
演
奏
者
の
髙た
か

﨑さ
き

裕ひ
ろ

士し

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
と
舞
踊
団
「
花
童
」

が
演
舞
を
披
露
。
監
督
や
俳
優
、
映
画
評

論
家
ら
に
よ
る
映
画
談
義
に
続
き
、「
う

つ
く
し
い
ひ
と
」
の
主
題
歌
を
つ
く
っ
た

人
気
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
忘
れ
ら
ん
ね
え

よ
」
の
柴し

ば

田た

隆た
か

浩ひ
ろ

さ
ん
に
よ
る
弾
き
語
り

で
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
。
最
後
は
最

終
日
の
ゲ
ス
ト
全
員
が
能
場
の
舞
台
に
上

が
り
、
大
団
円
を
迎
え
ま
し
た
。

中
井
貴
一
さ
ん
登
場

1.「マジックユートピア」の遠山監督㊧と出演者 2.3. 軽
快なトークで会場を盛り上げる中井さん 4. 菊池高生が制
作した巨大垂幕を中井さんにサプライズで披露 5. 地元
高校生など大勢の有志がボランティアスタッフ参加 6. 観
客からはさまざまな質問が飛び出した 7.8. 夜会では山鹿
灯籠踊りや能など伝統芸能も披露 9. 髙﨑さんと花童のコ
ラボ 10. 能場前の客席は満席になった 11. 柴田さんのラ
イブ。「うつくしいひと」の主題歌など数曲を熱唱した

１

４

５
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問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968(25)7219

健康だより

「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
を
保
つ
生
活
と

ス
ト
レ
ス
の
関
係

　

こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
に
は
、
多

く
の
要
素
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
適

度
な
運
動
や
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
栄

養
・
食
生
活
は
、
体
だ
け
で
な
く
、

こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
重
要
な
基
礎

に
な
り
ま
す
。
心
身
の
疲
労
回
復
の

た
め
の
休
養
や
十
分
な
睡
眠
も
欠
か

せ
な
い
要
素
で
す
。

　

疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
心
や
体
に

不
調
が
現
れ
る
こ
と
は
、
決
し
て
特

別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
が

疲
れ
て
病
ん
で
し
ま
う
前
に
「
こ
こ

が
限
界
」
と
い
う
体
の
注
意
信
号
を

見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
不
調
が
長
く
続
い
た
り
、
繰
り

返
し
起
こ
る
と
き
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。

こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か

・
会
社
に
行
き
た
く
な
い

・
仕
事
に
自
信
が
な
い

・
周
り
の
人
の
目
が
気
に
な
る

・
や
た
ら
と
お
や
つ
を
食
べ
る

・
食
欲
が
な
い

・
性
欲
が
な
い

・
肌
が
荒
れ
る

・
何
も
か
も
面
倒
く
さ
い

・
仕
事
が
空
回
り
し
て
い
る

・
イ
ラ
イ
ラ
す
る

・
お
腹
を
よ
く
こ
わ
す

・
眠
れ
な
い

・
め
ま
い
が
す
る

・
手
足
が
し
び
れ
る　

ス
ト
レ
ス
の
原
因

　

仕
事
の
こ
と
や
家
庭
の
こ
と
な
ど
、

ス
ト
レ
ス
の
原
因
は
人
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
働
い
て
い
る
場
合
、

仕
事
関
連
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
▼
無
理
を
す
る
▼
追
い
つ

め
ら
れ
る
▼
こ
だ
わ
る
▼
自
分
だ
け

で
抱
え
込
む
▼
会
社
で
叱
ら
れ
る
▼

で
き
な
い
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
▼
遅

く
ま
で
働
く
▼
休
み
が
な
い
▼
話
を

す
る
人
が
い
な
い
─
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

ス
ト
レ
ス
対
処
方
法

　

こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
た
め
に

は
、
ス
ト
レ
ス
に
立
ち
向
か
う
抵
抗

力
（
ス
ト
レ
ス
耐
性
）
を
高
め
、
上

手
に
対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
の
感
じ
方
や
受
け
止
め

方
は
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
同
じ

「こころの健康」は、人がいきいきと自分
らしく生きるために重要であり、生活の
質にも大きく影響します。今回はこころ
の健康とストレスについてお伝えします。

こころの健康と
ストレス

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

２
月
５
日
・
19
日
の
歯
科
健
診
の
結
果
で

む
し
歯
が
な
か
っ
た
子
ど
も
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

菊き
く

地ち

智と
も

徳の
り　

（
○菊　
下
組
）

中な
か

原ば
る

愛あ
い

栞り　
（
○菊　
下
長
田
）

出で

口ぐ
ち

莉り

子こ　
（
○菊　
花
房
台
）

村む
ら

本も
と

多た

喜き　
（
○菊　
花
房
台
）

後ご

藤と
う

柚ゆ
ず

叶か　
（
○菊　
袈
裟
尾
）

田た

浦う
ら

龍り
ゅ
う

希き　
（
○菊　
袈
裟
尾
）

木こ

場ば

み
の
り
（
○菊　
高
野
瀬
）

池い
け

邉べ　
凛り

ん　
（
○菊　
雪
野
）

米よ
ね

村む
ら

友ゆ
う

花か　
（
○菊　
雪
野
）

川か
わ

上か
み

心み

椰や　
（
○菊　
滝
・
黒
仁
田
）

笹さ
さ

本も
と

麗ら
い

安あ　
（
○菊　
東
原
）

合ご
う

戸と　
薫か

お
る　

（
○菊　
北
原
）

小お

田だ

千ち

夏な
つ　

（
○菊　
茂
藤
里
）

岩い
わ

城き

愛あ

美み　
（
○七　
大
尺
）

飯い
い

田だ

こ
と
り
（
○七　
岡
田
）

冨と
み

田た

華か

蓮れ
ん　

（
○七　
清
水
）

中な
か

村む
ら

将し
ょ
う

大だ
い　

（
○旭　
妻
越
）

内う
ち

野の

虹に
い

七な　
（
○旭　
妻
越
）

小こ

柳や
な
ぎ

雄ゆ
う

志し

朗ろ
う

（
○泗　
永
）

梅う
め

木き

穏ほ
の

果か　
（
○泗　
永
）

森も
り　

伊い

織お

莉り

（
○泗　
桜
山
三
）

馬ば

場ば

惇あ
つ

樟き　
（
○泗　
朝
日
団
地
）

人
で
も
そ
の
時
々
で
違
っ
て
き
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う
方
法

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
気
分
転
換
や
気
晴
ら
し
を
す
る

・ 

家
族
や
友
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る

・ 

周
り
に
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
る
（
一

人
で
悩
ま
ず
、
誰
か
に
相
談
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
）

・
よ
く
眠
る
、
休
む

ス
ト
レ
ス
を
少
な
く
す
る
た
め
に

　

ス
ト
レ
ス
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、

規
則
正
し
い
生
活
を
心
掛
け
ま
す
。

休
日
は
好
き
な
こ
と
を
し
た
り
、
自

分
の
時
間
を
持
っ
た
り
す
れ
ば
、
ス

ト
レ
ス
耐
性
を
高
め
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
心
や
体
の
不
調
が
続
い

た
ら
、
迷
わ
ず
に
周
り
の
人
や
専
門

家
に
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。
心
療

内
科
や
精
神
科
な
ど
の
専
門
医
に
相

談
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

づ
く
り
教
室
の
一
環
と
し
て
「
血
糖

下
げ
よ
う
セ
ミ
ナ
ー
」
を
昨
年
10
月

～
12
月
に
開
催
し
、
参
加
者
の
93
％

が
血
糖
値
が
下
が
り
ま
し
た
。

・
空
腹
時
血
糖
値

　

１
０
３
・
３ 

→ 

99
・
９

・ 

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
値
（
グ
リ
コ
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
）

　

６
・
26 

→ 

６
・
03

　
「
血
糖
値
が
高
め
」
と
言
わ
れ
た

ら
、
血
糖
値
を
下
げ
る
食
事
や
運
動

の
方
法
を
知
り
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

●
血
糖
値
が
高
い
人
が
多
い
!?

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
の
健
診
結

果
を
見
て
み
る
と
、
血
糖
値
が
高
い

人
が
約
66
％
と
高
く
、
県
内
47
市
町

村
中
第
５
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
で
血
糖
値
が
高
い
状
態
が

続
け
ば
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
を
引

き
起
こ
し
た
り
、
網
膜
症
や
腎
臓
病
、

神
経
障
害
が
悪
化
し
た
り
す
る
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。

●
参
加
者
の
93
％
に
効
果
あ
り
！

　

菊
池
養
生
園
で
は
、
菊
池
市
健
康

10年後、20年後の健康のために
　
　欧米などで行われた大規模な長期研究により、過去に
どれくらいの高血糖にどの程度の期間なっていたかで、
その後の糖尿病血管合併症の進展を左右することが分
かってきました。高血糖がまるで呪いのように 10 年後
や 20 年後、私たちの体に影響を与えるということです。
これはレガシー（遺産）効果と呼ばれています。
　早期から血糖値をコントロールすれば、血管合併症に
対して即効性はなくても、長期的には効果が表れます。

逆にうまくコントロールできな
い状態が続いた場合、その後どん
なに治療を頑張っても、コント
ロールできなかった期間の穴埋
めは難しいことを示しています。
　糖尿病治療は、早期発見、早期
治療が重要です。「住民健診」や

「血糖下げようセミナー」などを
積極的に活用し、10 年後、20
年後の自分の健康を手に入れま
しょう。

菊池養生園

芹
せり

川
かわ

和
かず

志
し

 医師

野の

口ぐ
ち

月る

歌か　
（
○泗　
田
島
団
地
）

平ひ
ら

川か
わ

羽う

瑠る

海み

（
○泗　
田
島
団
地
）

松ま
つ

本も
と

紗さ

和わ　
（
○泗　
東
原
団
地
）

倉く
ら

本も
と

憲け
ん

志し

郎ろ
う

（
○泗　
富
）

菅か
ん　

柚ゆ
ず

乃の　
（
○泗　
富
の
原
一
）

髙た
か

森も
り

綾あ
や

太た　
（
○泗　
富
の
原
東
）

福ふ
く

島し
ま

里り

菜な　
（
○泗　
富
の
原
東
）

髙た
か

宮み
や

琉り
ゅ
う

雅が　
（
○泗　
富
の
原
東
）

楳う
め

田だ

葵あ
お

翔と　
（
○泗　
薬
師
）

高た
か

倉く
ら　

凜り
ん　

（
○泗　
泗
水
田
中
）

※
行
政
区
は
健
診
日
時
点
。

　
む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

① 

む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
み
が
き

② 

甘
い
も
の
を
減
ら
し
た
お
や
つ
の

工
夫

③ 

歯
の
質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期

的
な
フ
ッ
化
物
塗
布

　
が
重
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
家

族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取
り
組

み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

血
糖
下
げ
よ
う
セ
ミ
ナ
ー

結
果
を
発
表
し
ま
す
！

医
療
費
な
ど
の
還
付
金
詐
欺

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
役
所
の
職
員
を
名
乗
り
、
医
療

費
の
払
い
戻
し
手
続
き
と
し
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
還
付
金

詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
個
人
情

報
を
聞
き
出
す
不
審
電
話
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
医
療
費
な
ど
の
還
付

金
が
発
生
し
た
場
合
、
必
ず
文
書
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
職
員
が
直

接
電
話
し
て
、
本
人
や
家
族
に
金
融

機
関
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
や
携
帯
電
話
へ
の
連

絡
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

も
し
、
不
審
な
電
話
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
は
、
案
内
さ
れ
た
電
話
番
号

に
は
連
絡
せ
ず
、
い
っ
た
ん
切
っ
て

か
ら
健
康
推
進
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
総
務
民
生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
１
８

　

各
総
合
支
所
総
務
民
生
課
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菊
池
ふ
る
さ
と
か
る
た
史
跡
め
ぐ
り

　

11
月
７
日
、
菊
池
北
部
コ
ー
ス
の

史
跡
巡
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
バ
ス
２
台
で
総
勢
50
人
が
参
加
し
、

穴
川
夜
神
楽
・
竜
門
ダ
ム
・
墨
染
桜
・

古
川
兵
戸
井
手
・
め
が
ね
橋
・
菊
池

渓
谷
・
原
井
手
・
千
畳
河
原
・
古
耕

精
舎
塾
跡
・
八
方
ヶ
岳
・
鞍
岳
・
赤

星
天
満
宮
・
琵
琶
池
・
則
隆
公
墓
所
・

菊
之
池
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
竜
門
ダ
ム
で
は
ク
イ
ズ
が
出
さ
れ
、

参
加
者
は
見
学
そ
っ
ち
の
け
で
答
え

を
探
索
。
千
畳
河
原
で
は
昼
食
を
と

り
な
が
ら
豪
快
な
産う

ぶ

さ
ん
滝
に
歓
声

を
あ
げ
ま
し
た
。
井
手
の
散
策
で
は
、たくさんの史跡を巡りました

問い合わせ先
菊池市教育委員会

生涯学習課内
☎ 0968（25）7232

青
少
年
育
成
推
進
員
だ
よ
り

No.39

菊
池
ふ
る
さ
と
か
る
た
大
会

　

菊
池
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は

昨
年
12
月
５
日
、
菊
池
市
文
化
会
館

小
ホ
ー
ル
で
第
８
回
菊
池
ふ
る
さ
と

か
る
た
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
ふ
る
さ
と
を
知
り
、

菊
池
大
好
き
っ
子
が
増
え
る
こ
と
を

願
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
市

内
の
小
学
校
か
ら
１
３
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
青
少
年
育
成
推
進
員
は
、

事
前
に
審
判
講
習
会
を
開
き
、
模
擬

練
習
を
し
ま
し
た
。
当
日
は
ど
の
選

手
が
札
を
取
っ
た
の
か
判
断
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
詠
み
手

は
最
初
の
一
言
で
勝
負
が
決
ま
る
の

で
タ
イ
ミ
ン
グ
に
気
を
遣
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
真
剣
勝
負
を
応
援

す
る
た
め
、
今
後
も
ス
タ
ッ
フ
一
同

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
、
次
の
大
会
を
迎

の
ぼ
り
旗
設
置

　
菊
池
市
青
少
年
健
全
育
成
五
訓
は
、

市
内
の
小
中
高
校
生
が
、
夕
方
防
災

行
政
無
線
で
放
送
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
周
知
を
図
る
た
め
、
五
訓
を
書

い
た
5
色
の
の
ぼ
り
旗
を
小
中
学
校

に
配
布
し
ま
し
た
。

　

七
城
小
・
中
学
校
を
訪
問
し
、
両

校
の
校
長
先
生
に
設
置
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
七
城
中
で
は
い
ち
早
く
正

門
前
に
立
て
ら
れ
、
青
空
の
下
に
旗

が
整
然
と
並
び
、
風
に
は
た
め
く
姿

は
カ
ラ
フ
ル
で
壮
観
で
す
。

　

登
下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
、
学
校

を
訪
れ
る
保
護
者
の
目
に
触
れ
る
こ

と
で
、啓
発
効
果
が
上
が
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。
健
全
に
育
っ
た
子
ど
も

中
原
地
区
自
主
防
災
訓
練

　

２
月
14
日
、
消
防
団
・
区
民
・
小

学
生
な
ど
が
参
加
し
、
中
原
を
考
え

る
会
主
催
の
防
災
訓
練
と
Ｊ
Ａ
女
性

部
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
大
人
と
一
緒
に
、

消
防
団
員
か
ら
消
火
器
の
使
い
方
を

教
わ
り
、
実
際
に
燃
え
て
い
る
火
を

消
し
ま
し
た
。
初
め
て
消
火
器
を
触

る
子
ど
も
た
ち
は
恐
る
恐
る
消
火
器

の
レ
バ
ー
を
握
り
、
炎
に
向
か
っ
て

噴
射
。
勢
い
の
強
さ
に
び
っ
く
り
し

た
様
子
で
し
た
。
そ
の
後
、
参
加

者
全
員
で
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
人
た
ち
が

作
っ
た
温
か
い
そ
ば
を
試
食
。
子
ど

も
た
ち
同
士
の
会
話
も
に
ぎ
や
か
に

弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
の

訓
練
で
し
た
が
、
い
つ
起
こ
る
か
分

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

　

拙
作
の
肥
後
狂
句
を
通
し
て
若
者

に
エ
ー
ル
を
送
ろ
う
と
思
う
。

　
し
か
し
、「
老
人
ク
ラ
ブ　
日
本
の

元
気
背
負
っ
と
る
」
と
意
気
盛
ん
な

高
齢
者
に
比
べ
て
「
恵
ま
れ
て　

忘

れ
て
し
も
た
ハ
ン
グ
リ
ー
」
と
、
若

者
の
覇
気
の
無
さ
が
気
に
な
る
。

　

そ
の
上
「
心
細
さ　

増
え
る
年
寄

り
減
る
子
ど
も
」
の
厳
し
い
現
実
も

あ
る
。
そ
れ
で
も
「
元
気
の
よ
さ　

冬
も
半
袖
半
ズ
ボ
ン
」
の
子
な
ど
を

見
る
と
頼
も
し
い
。

　

ど
う
か
「
心
う
き
う
き　

宿
題
は

無
ァ
春
休
み
」
を
満
喫
し
た
ら
、
新

年
度
は
逞
し
く
、
夢
に
向
か
っ
て
突

き
進
ん
で
ほ
し
い
。「
前
途
洋
　々
も

う
原
石
の
光
出
し
」　　

光み
つ

堀ぼ
り

善よ
し

敎の
り

熱戦が繰り広げられました

消火器を使った初期消火訓練

青少年健全育成五訓のぼり旗

古
川
兵
戸
井
手
の
平
山
八
左
衛
門
、

原
井
手
の
河
原
杢
左
衛
門
の
功
績
を

し
の
び
ま
し
た
。

　

こ
と
し
は
、
七
城
・
泗
水
・
旭
志

地
区
の
か
る
た
の
史
跡
を
巡
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
中な

か

山や
ま

玲れ
い

子こ

え
た
い
と
思
い
ま
す
。　

柱は
し
ら

松ま
つ

香か

澄す
み

か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、
小
さ
い

頃
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。　
　
　
米よ

ね

川か
わ

富ふ

貴き

た
ち
が
、
菊
池
に
住
み
、
市
の
発
展

を
支
え
て
く
れ
る
こ
と
を
夢
見
て
や

み
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
江え

藤と
う

継け
い

喜き

13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
九
州
各
県
を

合
わ
せ
る
と
２
千
人
を
超
え
る
参
加
者

と
な
り
大
盛
況
で
し
た
。

　

こ
の
研
究
大
会
は
九
州
各
県
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
課
題
と
活
動
成
果
の
研

究
協
議
を
行
い
、
委
員
と
し
て
の
資
質

向
上
を
図
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
社
会
の
実
現
に
役
立
て
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
、
九
州
各
県
で
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
は
全
国
的
に
有

名
な
監
督
、
指
導
者
を
招
待
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
保
育
園
児
に
よ
る
和
太
鼓
演

奏
と
大
学
生
の
ソ
ー
ラ
ン
舞
踊
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち

の
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
演
奏
、
大
学

生
の
力
強
い
演
舞
で
、
委
員
た
ち
も
長

距
離
移
動
の
疲
れ
が
吹
き
飛
ぶ
ほ
ど
楽

し
い
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
し
た
。

　
１
日
目
は
特
別
講
演
と
し
て
智
弁
和

歌
山
高
校
野
球
部
監
督
の
高た

か
嶋し

ま
仁ひ

と
しさ

ん

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。「
健
全
な
身

体
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
ス
ポ
ー
ツ
の
力
」

を
テ
ー
マ
に
、
弱
小
野
球
部
を
甲
子
園

優
勝
チ
ー
ム
ま
で
育
て
あ
げ
た
練
習
法

や
、
生
徒
に
や
る
気
と
自
信
を
持
た
せ

る
目
標
作
り
な
ど
、
自
身
の
体
験
談
を

面
白
お
か
し
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
甲

子
園
決
勝
戦
前
後
の
秘
話
な
ど
他
で
は

聞
く
事
の
で
き
な
い
経
験
談
も
あ
り
、

貴
重
で
興
味
深
い
講
話
で
し
た
。

　
２
日
目
は
元
日
本
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
代
表
監
督
の
植う

え

田だ

辰た
つ

哉や

さ
ん
か
ら

「
学
ぶ
こ
と
を
や
め
た
ら
教
え
る
こ
と

を
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
提

　
昨
年
12
月
12
日
、
泗
水
公
民
館
で
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
資
質
向
上
な

ど
を
目
的
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
師
に
帝
京
大
学
福
岡
医
療
技
術

学
部
講
師
、
田た

尻じ
り

浩ひ
ろ

昭あ
き

さ
ん
を
お
招

き
し
、
安
全
管
理
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
に
、「
事
業
や
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
際
に
は
、
ど
の
よ
う

な
点
に
注
意
が
必
要
か
」「
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
対
応
に
つ

い
て
」
な
ど
の
話
が
あ
り
、
主
催
者

や
事
務
局
が
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
や
、
私
た
ち
が
普
段
考
え

て
い
る
以
上
の
計
画
性
や
共
通
認
識

の
必
要
性
な
ど
、
巧
み
な
ト
ー
ク
と

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
講
習
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
笑
い
い
っ
ぱ
い
の
中
、

本
当
に
有
意
義
な
90
分
の
研
修
会
で

し
た
。

　

そ
の
後
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
に
移

動
し
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
で
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
の
実
技
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
各
６
チ
ー
ム
を
く
じ
引
き
で

編
成
し
、
初
め
て
チ
ー
ム
を
組
む
人

た
ち
と
協
力
し
な
が
ら
、
ロ
ー
ラ
ー

を
12
㍍
先
に
あ
る
直
径
90
㌢
の
的
に

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

エ
ン
ジ
ョ
イス
ポ
ー
ツ
問い合わせ先

菊池市
スポーツ推進委員

協議会広報部
☎0968（25）7234

No.34

　
１
月
30
日
・
31
日
、
長
崎
県
大
村
市

で
第
58
回
九
州
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
ス
ポ
ー
ツ
基

本
法
で
「
市
町
村
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の

た
め
の
事
業
実
施
の
連
絡
調
整
、
住
民

に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
や
助

言
を
行
う
非
常
勤
職
員
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
は
23
年
間
推
進
委
員
と

し
て
大
会
運
営
に
関
わ
り
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
自
分
自
身
の
健
康
や
体
力
向
上

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
、
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
環
境

は
多
様
化
し
、児
童
の
運
動
能
力
低
下
、

各
地
域
の
大
会
参
加
減
少
、
小
学
校
部

活
動
の
社
会
体
育
移
行
な
ど
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
推
進
委
員
は
、
研

修
会
や
研
究
大
会
な
ど
に
参
加
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
の
研
究
と
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
出
前

講
座
を
各
地
域
で
行
っ
た
り
、
菊
池

“
ゆ
”っ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
気
軽
に
運
動
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
も

力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
と
普
及
活
動
を
行

い
、
推
進
委
員
の
指
導
と
資
質
向
上
に

ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
菊
池
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長　
小
林
孝
夫

地
区
別
研
修
会

九
州
地
区
研
究
大
会

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
役
割

停
止
さ
せ
、
対
戦
相
手
と
得
点
を
競

い
ま
し
た
。

　

力
加
減
が
難
し
く
、
う
ま
く
停
止

さ
せ
て
も
相
手
チ
ー
ム
に
ロ
ー
ラ
ー

を
は
じ
き
出
さ
れ
「
最
後
ま
で
結
果

は
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
ス
リ
ル
感

で
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
楽
し
さ
を
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

安全管理とリスクマネージメント研修

スポーツ推進委員の皆さん元監督の植田さんと推進委員

案
を
受
け
、
植
田
さ
ん
、
春
高
バ
レ
ー

の
優
勝
・
準
優
勝
チ
ー
ム
の
監
督
と
ホ

ス
ト
県
の
推
進
委
員
に
よ
る
質
疑
形
式

の
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
大
会
へ
参
加
し
た
こ
と
で
現

役
指
導
者
の
考
え
方
や
、
指
導
方
法
な

ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
、
良
い
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
夜
の
懇
親
会
で
は

委
員
同
士
の
親
交
も
深
ま
り
、
非
常
に

意
義
の
あ
る
研
究
大
会
で
し
た
。
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▼第 1 号被保険者（自営業者、学生、フリーター、無職の人など）

状　況 種　別 加入の届け出

就職したとき 「第 1 号」から「第 2 号」へ変更 勤務先の事業所で届け出をします。

配偶者（第 2 号被保険者）に扶養される
ようになったとき　 「第 1 号」から「第 3 号」へ変更 配偶者の勤務先の事業所で届け出をしま

す。

ねんきんは、人生の節目ごとに
届け出が必要です！

　国民年金は誰もが加入する制度です。日本に住んでい
る 20 歳以上 60 歳未満の全ての人が国民年金に加入す
ることになります。加入者は、職業などによって３つのグ

ループに分かれており、それぞれ加入手続きが異なりま
す。就職、退職、結婚などによって加入者の国民年金の
種別が変わることがあります。必ず届け出をしましょう。

国 民 年 金 情 報国 民 年 金 情 報 問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所総務民生課

１年・２年前納の口座振替日は５月２日㈪です
　残高不足で口座から引き落としができなかった場合は、
割引がなくなります（毎月の口座振替に切り変わります）。
特に、初めて口座振替で１年前納や２年前納を申し込んだ

人は、１年・２年前納の保険料に加えて３月分の保険料
（15,590 円）が同時に引き落とされますので、残高不足
にくれぐれもご注意ください。

▼第 2 号被保険者（会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組合に加入されている人）

状　況 種　別 加入の届け出

退職したとき 「第 2 号」から「第 1 号」へ変更 市民課または各総合支所総務民生課の国民
年金担当窓口で届け出をします。

退職して配偶者（第 2 号被保険者）に扶
養されるようになったとき 「第 2 号」から「第 3 号」へ変更 配偶者の勤務先の事業所で届け出をしま

す。

▼第 3 号被保険者（第 2 号被保険者に扶養されている配偶者）

状　況 種　別 加入の届け出

就職したとき 「第 3 号」から「第 2 号」へ変更 勤務先の事業所で届け出をします。

配偶者が退職したとき
配偶者に扶養されなくなったとき 「第 3 号」から「第 1 号」へ変更 市民課または各総合支所総務民生課の国民

年金担当窓口で届け出をします。

配偶者が勤務先を変わったとき 「第 3 号」から「第 3 号」 配偶者の勤務先の事業所で届け出をしま
す。

※この届けは年金のみの手続きです。保険を伴う場合はこの限りではありません。
※ 第 1 号被保険者の人で、保険料を納めることが経済的に困難な場合などには、保険料の納付が免除または猶予される制度があります。

詳しくは熊本西年金事務所☎ 096(353)0142 自動音声案内「２」、市民課または各総合支所総務民生課にお問い合わせください。

緊急事態の防災・防犯情報の他、暮らしの情報、教育、
文化、スポーツ、観光、イベント情報も配信して

います。ぜひご利用ください。すでに登録している人
には、４月上旬に登録項目変更のメールを配信します。

■登録手順
① 携帯「メール」画面を開き「新規メール」「新

規作成」などを選択。
② 「メール作成」画面を開いたら、宛先（TO）

に 直 接「kam@123123.tv」 と 入 力 し、
空メールを送信。
③  10 分程度で「菊池安心メールのご登録」

というメールが届きますので、メール
を開き、文章の下段にある URL（アド
レス）を選択してください。
④ 「会員登録」画面を開いたら、各自

当てはまる項目にチェックして「登
録」を選択します。

■ メールが届かなくなった人
　空メールを送信しても返事が来ない人へ
　迷惑メール対策やインターネットからのメール拒否
が考えられます。「ドメイン指定受信設定」で確認して
ください。ドメイン指定受信設定方法はホームページ
に掲載していますのでご覧ください。
※ 必ずドメイン「123123.tv」のみ入力するようにし

てください。
※ 現在の設定や機種、携帯電話会社の設定変更などに

よって設定の方法が異なる場合があります。不明な
点は各携帯電話会社にお問い合わせください。

■ docomo お客様サポート　☎ 0120(800)000
■ au お客さまサポート　☎ 0077(7)111
■ SoftBank カスタマーサポート　☎ 0800(919)0157

ためになるばい！

安心安全メールをご利用ください！

これで安心♪

情報充実♪

問市長公室　☎ (25)7200

←登録用２次元コード

問市長公室広報交流係　☎ (25)7252

デタポンとは
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新 着・お 薦 め図書

閉館日・閉室日
泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
本を持って行楽に行きません
か ?  　　　　　　ヤーコン

耳 より情報

泗水図書館
　ＳＡＲＡ女性外交官・ロシア特命担当
　天才
　シェア
　象は忘れない
　50 歳からはじまる、あたらしい暮らし
　まあいいか
　よるのとしょかんだいぼうけん
　ごはんのじかん
中央公民館図書室
　笑うとなぜいいか？
　スティックオープンサンドの本
　鴻池剛と猫のぽんたニャアアアン！
　空棺の烏
　 97歳。いくつからでも人生は考え方で変わります
　どうぶつことばあそび
　プリンちゃんとブラウニーとうさん
七城公民館図書室
　死んでいない者
　異類婚姻譚
　小学生のまんが慣用句辞典　改訂版
　おとうさんぼくね…
旭志公民館図書室
　シェアハウスかざみどり
　10 分で作れる！やせるおつまみ
　“弁当の日”がやってきた！！絵本
　おふろやさんのまねきねこ　
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泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

▼泗水図書館
・第２・４土曜日　午前11時～
　しすいっ子童話会のおはなし会
・第４金曜日　午前11時～
　おはなしの部屋（赤ちゃんのおはなし会）
▼中央公民館図書室
・第１・５土曜日　午前10時30分～　中央おはなし会
・第２・４土曜日　午前10時30分～　きくちおはなしのもり

おはなし会にお越しください♪
　各図書館（室）では、毎月おはなし会を行っています。
皆さんの参加をお待ちしています。

▼七城公民館図書室
・第３土曜日　午後２時～　おはなし会
▼旭志公民館図書室
・第３土曜日　午後1時30分～　おはなし会

毎回楽しいお話で子どもたちも大喜び♪

えっ！？図書館って本を借りるだけじゃないの？
～あなたの図書館デビュー応援します～

ところ　泗水図書館　午前10時開館

シネマ・de・NIGHT！

守
も り

田
た

郁
い く

生
お

さん来館！

映画好きの人集まれ～♪
と　き　４月13日㈬　午後６時～７時
　映画好きが集まってゲストと一緒にわくわく
トークしませんか。

図書館で落語と講談！
スペシャルイベント

と　き　４月19日㈫　午後１時～３時
　熊本出身の講談師宝

たから

井
い

琴
きん

調
ちょう

さんと、
落語の真打桂

かつら

藤
とう

兵
べ

衛
え

名人をお迎えし、
たっぷりと語っていただきます。

”ざぶとん”を 持ってきてね!

としょかん春 企画

　詳しくは館内チラシかホームペー
ジをご覧ください。

15 142016 April広報きくち2016 April広報きくち



編物作家　後藤仁　
創作和素材ニット「かすりあみの世界」
期　間　４月５日㈫～ 10 日㈰
　久留米絣の綿糸を使って一点一点編み上
げる優しい風合いとデザインのニットで
す。

菊池一族と延寿鍛冶展
期　間　４月 16 日㈯～ 30 日㈯
　菊池一族のお抱え鍛冶として
繁栄した延寿鍛冶の歴史と文化
を振り返り、「菊池一族の魂」を
再発見する展覧会です。ぜひお
越しください。

　５月 24 日㈫～６月 19 日㈰ま
での展示室使用を受け付けてい
ます。詳しくはお尋ねください。

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎ 0968（24）6630 問い合わせ先　菊池夢美術館　☎ 0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時
※期間中の閉館日はありません。

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

【ギャラリー】
自諭言霊展　高木敬二　　
期　間　４月５日㈫～ 17 日㈰
　煤竹のペンで、駄目な自分に言い聞かせて鼓舞するよう
な言葉を、自分に向けて描いてみました。体験コーナーも
あります。

青山昌充鉄道写真展「しょうえん」青山昌充　　
期　間　４月 19 日㈫～５月８日㈰
　「青ガエル」「ＳＬ人吉」など鉄道写真の傑作を 30 点展示。
四季多彩な作者の小宇宙にご招待します。

【まちかど資料館企画展】
菊池十八外城展
期　間　～５月８日㈰
　菊池十八外城は四方に城塞を配置して連携をなし、守備
を固めました。この企画では時代の動きと外城の役割を紹
介します。

楽
し
い
学
び
舎
＝
楽が

っ
校こ

う

　
平
成
12
年
に
廃
校
と
な
っ
た
菊
池
東

中
学
校
は
、
水
源
地
区
住
民
の
力
に

よ
っ
て
「
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流

館
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
今
は
珍
し
く
な
っ
た
木
造
校
舎
に
は
、

宿
泊
施
設
も
整
備
さ
れ
、
元
音
楽
室

だ
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
地
元
の
旬

の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
が

い
た
だ
け
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育

館
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
里
山
な
ら
で
は
の
「
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
米
づ
く
り

な
ど
農
業
体
験
か
ら
団
子
作
り
な
ど
の

郷
土
料
理
、
竹
細
工
な
ど
自
然
と
関
わ

る
体
験
を
楽
し
め
ま
す
。
季
節
を
感
じ

な
が
ら
地
域
を
歩
く
フ
ッ
ト
パ
ス
や
、

農
業
用
水
路
を
カ
ヤ
ッ
ク
で
下
る
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
「
イ
デ
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
今
で
も
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
く
、

か
つ
て
の
学
び
舎
。
初
め
て
な
の
に
懐

か
し
い
。
そ
ん
な“
楽
校
”で
す
。

イデベンチャー

目
指
せ
！　
賢
い
消
費
者

　
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、

年
々
巧
妙
に
な
り
複
雑
化
し
て
い
ま

す
。
被
害
額
も
大
き
く
、
深
刻
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
「
賢
い
消
費
者
」

に
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た

め
の
知
識
を
学
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
、
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
出
前

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

出
前
講
座
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

出
前
講
座
で
は
、
主
に
団
体
や
グ

ル
ー
プ
を
対
象
に
実
際
に
あ
っ
た
事

例
を
交
え
た
話
や
寸
劇
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
受
講
者
か
ら
は
「
分
か

り
や
す
か
っ
た
。
勉
強
に
な
っ
た
。

寸
劇
が
面
白
か
っ
た
」
と
好
評
で
す
。

ま
た
、
消
費
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
や
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
万
が
一
ト
ラ
ブ
ル
に
遭

遇
し
て
も
落
ち
着
い
て
対
応
で
き
る

よ
う
に
出
前
講
座
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

講
座
内
容
な
ど
詳
し
く
は
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

受
講
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

㈪
～
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　
福
祉
課

 　
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
門
の
相
談
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
個
人
情
報
は
厳

守
し
ま
す
。

　

事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
る
と
ス

ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
ま
す
。

と　
き
（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
）　

午
前
の
部　
午
前
10
時
～
正
午　

午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

　

市
役
所
本
庁
舎
２
階
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
福
祉
課
内
10
番
窓
口
）

　

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」�

【
作
文
の
部
】
特
選

　
「
福
祉
体
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

七
城
中
３
年　
牧ま

き　
綾あ

や
音ね

　
皆
さ
ん
は
、「
障
が
い
者
」
と
い
う

言
葉
を
聞
い
て
ど
の
よ
う
な
事
を
思
い

ま
す
か
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
怖
い
な

ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
私
も
福
祉
体
験
を
す

る
ま
で
は
、正
直
、怖
い
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
体

験
場
所
が
決
ま
っ
て
、
障
が
い
者
支
援

施
設
と
聞
い
た
時
は
、
戸
惑
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
日
間
の
福
祉

体
験
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
考
え

が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
２
日
間
、
障
が
い
者
支
援
施

設
の
「
居
屋
敷
の
里
」
へ
福
祉
体
験
に

行
き
ま
し
た
。
福
祉
体
験
に
行
く
ま
で

は
、
七
城
に
障
が
い
者
支
援
施
設
が
あ

る
こ
と
は
、
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
初

め
て
こ
の
よ
う
な
施
設
の
こ
と
を
聞
い

て
、
そ
こ
に
行
く
と
い
う
事
も
あ
っ
て

最
初
は
不
安
ば
か
り
で
し
た
。

　
福
祉
体
験
１
日
目
は
、
毎
朝
行
わ
れ

る
と
い
う
朝
の
活
動
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
初
め
て
利
用
者
の
方
を
見
て
、
２

日
間
こ
こ
で
や
り
と
げ
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
と
い
う
不
安
が
一
番
に
頭
を
よ

ぎ
り
ま
し
た
。
最
初
に
利
用
者
の
方
へ

自
己
紹
介
を
し
た
あ
と
、
リ
ズ
ム
体
操

と
い
う
活
動
を
し
ま
し
た
。
く
ま
も
ん

体
操
や
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
を
利
用
者
の

方
と
一
緒
に
体
操
を
し
た
り
し
て
活
動

し
ま
し
た
。
ま
だ
、
１
日
目
の
初
対
面

と
い
う
事
も
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
ま
と
も
に
取
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
朝
の
活
動
が
終
わ
っ

た
あ
と
は
、
昼
か
ら
そ
う
め
ん
流
し
を

す
る
の
で
準
備
で
し
た
。
私
は
、
朝
の

活
動
で
利
用
者
の
方
に
何
も
で
き
な

か
っ
た
ぶ
ん
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
、
暑
い
中
準
備
を
頑
張
り
ま
し
た
。

準
備
を
頑
張
っ
た
か
い
も
あ
っ
て
流
し

そ
う
め
ん
は
、
大
成
功
で
し
た
。
利
用

者
も
皆
さ
ん
笑
顔
で
楽
し
そ
う
で
し

た
。
私
は
利
用
者
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な

笑
顔
を
見
ら
れ
て
、
私
は
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。少
し
ず
つ
で
し
た
が
、

私
は
、
利
用
者
の
方
と
打
ち
と
け
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
昨
日
と
同
様
、
朝
の
活

動
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
日
の
私
の

目
標
は
、「
利
用
者
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
た
く
さ
ん
と
る
」
と
い

う
事
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
利

用
者
の
方
へ
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
し

た
。
そ
し
た
ら
利
用
者
の
方
も
笑
顔
で

答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ

を
し
た
ら
、
そ
の
ま
ま
会
話
が
続
き
、

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
９

少
し
ず
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
増

え
て
い
き
ま
し
た
。
朝
の
活
動
も
、
み

ん
な
で
楽
し
く
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
は
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

を
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
の
説
明
は
、
分

か
り
や
す
く
簡
単
に
す
る
事
が
大
変
で

し
た
。
だ
け
ど
、
利
用
者
の
方
と
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
と
自
然
に
み

ん
な
が
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム

途
中
、
戸
惑
っ
た
事
も
あ
っ
た
け
ど
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
あ
と

も
、終
わ
っ
て
移
動
す
る
と
き
に
、「
一

緒
に
行
こ
う
」
と
手
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
く

れ
た
り
、「
一
緒
に
遊
ぼ
う
」
と
言
っ

て
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
り
し

た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
１
日
目
と
比
べ
る
と
、
倍
以
上
に

た
く
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
２
日
間
の
福
祉
体
験
で
い
ろ
い

ろ
な
事
を
学
び
ま
し
た
。
最
初
は
、
体

験
場
所
が
障
が
い
者
支
援
施
設
と
聞
い

て
、
戸
惑
っ
て
い
た
私
も
、
２
日
間
が

終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
居
屋
敷
の
里
が
体

験
場
所
で
良
か
っ
た
と
強
く
思
い
ま
し

た
。
何
も
分
か
ら
な
い
の
に
、
見
た
目

だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
は
、
本
当
に
い

け
な
い
事
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
２

日
間
の
体
験
で
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
最
初
は
、
障
が
い
者
の
イ
メ
ー
ジ

は
、怖
い
と
か
言
っ
て
た
け
ど
、今
は
、

本
当
の
優
し
さ
を
持
っ
て
い
る
方
々
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。
で
き
な
い
事
は
、

利
用
者
さ
ん
同
士
で
助
け
て
あ
げ
る
。

そ
の
よ
う
な
行
動
を
し
て
い
た
と
こ
ろ

を
見
て
私
は
感
動
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
作
文

の
文
字
を
見
て
思
っ
た
事
は
、
あ
り
ま

せ
ん
か
。「
障
が
い
」
と
い
う
文
字
を

見
て
く
だ
さ
い
。「
が
い
」
と
い
う
文

字
だ
け
平
仮
名
で
書
い
て
い
ま
す
。
漢

字
で
書
く
と
「
障
害
者
」
と
い
う
文
字

に
な
り
ま
す
。
で
も
、
真
ん
中
の
文
字

を
見
て
く
だ
さ
い
。「
害
」
と
い
う
文

字
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
障
が
い
者
の

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

127

平
成
27
年
度
菊
池
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
品
作
品

【ポスターの部】入選
泗水西小１年　たなかあいみ

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い

方
は
、
害
な
の
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
人

間
な
の
で
害
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
事
が
今
日
本
で
は
ひ
そ
か
に
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
し
ず

つ
で
す
が
、「
障
害
者
」
の
文
字
を
「
障

が
い
者
」
と
す
る
活
動
が
行
わ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
例
を
あ
げ
る
と
、
全
て
の

会
社
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

新
聞
社
な
ど
で
す
。
私
は
、
こ
の
活
動

を
広
め
て
日
本
中
の
み
な
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
少
し
で
も
は
や

く
、
日
本
中
の
「
障
害
者
」
の
書
き
方

が「
障
が
い
者
」と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

たくさんの人が出前講座に参加しています
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菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
・七城総合支所　☎（25）1000
・旭志総合支所　☎（37）3111
・泗水総合支所　☎（38）2112

お
知
ら
せ

介護予防ミニ講座
口の健康から介護予防

　
　よく噛んで食べると唾液や消化酵素の分泌が促進
され、体内のさまざまな機能が活性化することが分
かっています。

■噛むことの効果
・口臭、歯周病、むし歯予防
・口の渇きを抑える
・肺炎、ガンを予防する
・脳の働きを活発にする（認知症予防）
・消化吸収を助ける
・姿勢の維持で代謝も体力もアップ
・ 言葉の発音がきれいになり、顔の表情も豊かにな

る
 
■一口につき 30 回噛むことが理想です
　飲み込む前にあと５回噛んで食べることから始め
てみませんか。よく噛む習慣をつけて健康寿命を延
ばしましょう !

問高齢支援課地域包括支援係
　☎ (25)7216

　
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
の
受
け
付
け
を

始
め
ま
す
。
契
約
医
療
機
関
か
ら
1
泊
2

日
・
日
帰
り
コ
ー
ス
を
選
べ
ま
す
。

助
成
を
受
け
ら
れ
る
人　
▼
申
請
時
の
国

保
加
入
期
間
が
3
カ
月
以
上
の
人
▼
受
診

時
の
満
年
齢
が
30
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人

▼
国
民
健
康
保
険
税
完
納
世
帯

受
付
期
間　
11
月
30
日
㈬
ま
で

受
診
期
間　
12
月
25
日
㈰
ま
で

助
成
額　

検
査
費
用
の
７
割
で
上
限

２
万
５
千
円

申
込
方
法　
健
康
推
進
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
総
務
民
生
課
で
受
け
付
け
ま
す
。
保

険
証
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
承

諾
い
た
だ
い
た
受
診
結
果
は
保
健
事
業
に

活
用
し
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
は
、
特
定

健
診
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

「
菊
池
市
国
民
健
康
保
険

人
間
ド
ッ
ク
」
受
付
開
始

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
の
市
内
の
募
金
総
額
は

１
２
２
万
６
０
４
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

植
樹
や
植
栽
を
行
う
団
体
な
ど

に
補
助
を
行
い
ま
す

　
市
内
の
緑
化
事
業（
植
樹
や
花
の
植
栽
）

を
実
施
す
る
団
体
な
ど
に
対
し
補
助
を
行

い
ま
す
。

補
助
対
象
団
体　

市
内
の
各
行
政
区
や

小
・
中
学
校
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
団
体

補
助
対
象
経
費　
植
樹
や
花
の
植
栽
時
の

苗
木
、
花
苗
、
種
子
、
堆
肥
代
（
原
材
料

費
の
み
）。

１
団
体
当
た
り
の
補
助
金
限
度
額

▼
花
の
植
栽　
上
限
２
万
円

▼
木
の
植
樹　
上
限
３
万
円

※�

他
の
補
助
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
事

業
は
対
象
外
。

申
請
期
限　
11
月
30
日
㈬

問 

菊
池
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
（
農
林
整

備
課
内
）　
☎（
25
）７
２
２
２

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
全
国
一
斉
に
春
の
交
通
安
全
運
動
を
実

施
し
ま
す
。�

実
施
期
間　
４
月
６
日
㈬
～
15
日
㈮

基
本
運
動　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

重
点
運
動　
▼
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促

進
▼
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
防
災
交
通
課　
☎（
25
）７
２
０
３

交
通
事
故
な
ど
の

第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

　
交
通
事
故
や
暴
力
行
為
な
ど
、
第
三
者

（
加
害
者
）
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
を
し
、

治
療
の
際
に
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
を
使
用
す
る
場
合
は
保
険
者

へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

届
け
出
に
よ
り
菊
池
市
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
が
一
時
的
に

立
て
替
え
を
行
い
、
後
日
、
第
三
者
（
加

害
者
）
に
対
し
、
立
て
替
え
た
費
用
を
請

求
し
ま
す
。

注
意
事
項　
▼
自
転
車
同
士
や
自
転
車
と

歩
行
者
の
事
故
な
ど
で
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
を
使
用
す
る
場
合

も
届
け
出
が
必
要
で
す
▼
そ
の
場
で
示
談

を
し
た
場
合
は
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
▼
自

は
り
・
き
ゅ
う
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、
は
り
・
き
ゅ

う
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
券
を
使

う
と
１
回
当
た
り
千
円
の
補
助
に
な
り
、

市
の
指
定
を
受
け
た
は
り
・
き
ゅ
う
院
で

利
用
で
き
ま
す
。
利
用
券
の
交
付
を
受
け

る
際
は
、
健
康
推
進
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
総
務
民
生
課
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

▼���

対
象
者　
国
民
健
康
保
険
税
完
納
世
帯

▼�
手
続
き
に
必
要
な
も
の　
国
民
健
康
保

険
証
、
印
か
ん

※�

一
世
帯
に
対
し
年
間
40
枚
を
交
付
。
必

要
に
応
じ
て
20
枚
ま
で
追
加
交
付
で
き

ま
す
。

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更

（
除
外
・
編
入
）申
出
書
受
付

　

５
月
期
申
出
書
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
充
て
る

た
め
、
や
む
を
得
ず
農
振
農
用
地
区
域
か

ら
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
や
、

農
振
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
を
し
た
い
場

合
に
は
、
農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
申
出

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
内
容
や
書
類
に
不
備
な
ど
が
あ
る
場
合

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　
４
月
15
日
㈮

問
●申
農
政
課
農
政
係　

　
☎（
25
）７
２
２
１

　
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
防
除
で
は
、
近

く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計
画

な
ど
事
前
に
情
報
交
換
を
行
い
、
ミ
ツ
バ

チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
熊
本
県
農
業
技
術
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止

児
童
扶
養
手
当（
月
額
）

▼
全
部
支
給　
４
万
２
３
３
０
円

▼
一
部
支
給

　
４
万
２
３
２
０
円
～
９
９
９
０
円

※
第
２
子
以
降
は
変
更
な
し
。

問
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
４

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

特
別
児
童
扶
養
手
当（
月
額
）

障
が
い
児
1
人
に
つ
き

▼
１
級　
５
万
１
５
０
０
円

▼
２
級　
３
万
４
３
０
０
円

４
月
分
か
ら

各
種
手
当
額
を
改
定
し
ま
す

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

団
体
な
ど
へ
の
補
助
制
度

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
考
え
実
践
す
る

地
域
づ
く
り
に
対
し
て
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

４
つ
の
対
象
事
業

①�

施
設
整
備
事
業　
掲
示
板
の
設
置
、
花

壇
の
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
公
園
の

整
備
な
ど

②�

活
動
事
業　
花
壇
へ
の
植
栽
、
防
災
訓

練
、
地
域
の
祭
り
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど

③�

人
材
育
成
事
業　
体
験
学
習
の
実
践
や

地
域
づ
く
り
大
会
へ
の
参
加
、
地
域
づ

く
り
先
進
地
へ
の
視
察
研
修
な
ど

④�

菊
池
遺
産
の
保
護
と
活
用
に
関
す
る
事

業　
菊
池
遺
産
の
維
持
、
保
護
に
伴
う

原
材
料
費
、
専
門
的
な
技
術
を
伴
う
費

用
な
ど

補
助
対
象
団
体

▼
各
行
政
区
や
こ
れ
に
準
ず
る
団
体

▼�

地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
10

人
以
上
の
団
体
。
た
だ
し
、
規
約
な
ど

で
地
域
づ
く
り
の
目
的
が
明
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

補
助
率
・
限
度
額

①
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
40
万
円

②
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
20
万
円

③
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
10
万
円

④
経
費
の
３
分
の
２
以
内
で
上
限
40
万
円

申
請
期
限　
５
月
31
日
㈫　

問
企
画
振
興
課
地
域
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
５
０

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

障
害
児
福
祉
手
当（
月
額
）

　
　
　
　
１
万
４
６
０
０
円

特
別
障
害
者
手
当（
月
額
）

　
　
　
　
２
万
６
８
３
０
円

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

募
金
の
趣
旨　
緑
は
私
た
ち
に
美
し
い
景

観
や
自
然
の
恵
み
を
与
え
、
水
を
供
給
し

空
気
を
き
れ
い
に
す
る
な
ど
大
切
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
災
害
か
ら
私
た
ち

の
生
活
を
守
り
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
な

ど
多
様
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
豊
か
な
緑
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守

り
育
て
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人

が
森
林
の
整
備
や
緑
化
活
動
に
関
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間　
5
月
31
日
㈫

問
菊
池
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
（
農
林
整

備
課
内
）　
☎（
25
）７
２
２
２

損
事
故
の
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

事
故
に
遭
っ
た
ら　
安
易
に
「
大
丈
夫
」

と
言
わ
ず
、
必
ず
警
察
署
に
事
故
（
人
身

事
故
）
の
届
け
出
を
行
い
、相
手
の
住
所・

氏
名
・
連
絡
先
・
損
害
保
険
会
社
な
ど
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
保
険
が
使
え
な
い
ケ
ー
ス　
▼
業
務

中
や
通
勤
中
の
け
が
は
労
災
保
険
の
対
象

に
な
り
ま
す
▼
犯
罪
行
為
や
故
意
の
事
故

▼
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
な
ど
の
法
令

違
反
の
事
故

必
要
書
類　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

▼�

対
象
者　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
完

納
者

▼�

手
続
き
に
必
要
な
も
の　
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
、
印
か
ん

※
１
人
に
対
し
年
間
30
枚
を
交
付
。

問
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/
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環
境
に
優
し
い
合
併
浄
化
槽
に

切
り
替
え
ま
し
ょ
う

▼設置に伴う負担金および月々の使用料

浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業

　
浄
化
槽
本
体
を
市
で
設
置
し
、
市
が
浄

化
槽
本
体
の
維
持
管
理
を
し
て
い
く
事
業

で
す
。
工
事
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
だ
け
で
、
浄
化
槽
本
体
を
設
置
で
き

ま
す
。

注
意
事
項

▼
本
人
が
負
担
す
る
部
分

◦�

ト
イ
レ
の
水
洗
便
器
購
入
費
、
ト
イ
レ

の
改
造
費
・
水
道
工
事
費

◦�

家
屋
か
ら
浄
化
槽
ま
で
の
配
管
工
事
費

と
浄
化
槽
か
ら
放
流
先
ま
で
の
配
管

（
菊
池
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
）

◦�
浄
化
槽
設
置
場
所
の
支
障
物
除
去
費

◦
駐
車
場
な
ど
に
係
る
工
事
費

▼�

放
流
先
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

設
置
で
き
ま
せ
ん

▼�

着
工
は
、
入
札
な
ど
の
事
務
処
理
の
た

め
原
則
と
し
て
申
請
書
受
け
付
け
か
ら

１
カ
月
半
以
降
と
な
り
ま
す

合
併
浄
化
槽
が
設
置
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

　

従
来
は
一
般
住
宅
の
延
べ
床
面
積
が

１
３
０
平
方
㍍
を
超
え
る
と
７
人
槽
で
し

た
が
、
面
積
基
準
の
緩
和
に
よ
り
一
定

の
条
件
内
で
あ
れ
ば
、
延
べ
床
面
積
が

２
０
０
平
方
㍍
ま
で
５
人
槽
の
浄
化
槽
を

設
置
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

従
来
の
面
積
基
準

▼
５
人
槽　
１
３
０
平
方
㍍
以
下

浄化槽の規模

５人槽 ７人槽 10 人槽

延べ床面積 浴室および
台所が

２カ所以上130 平方㍍
以下 130 平方㍍超

負担金
（一回払い） 88,000 円 102,000 円 129,000 円

使用料（月々） 基本料 2,160 円＋（540 円×世帯員）

▼
７
人
槽　
１
３
０
平
方
㍍
を
超
え
る

緩
和
適
用
後

▼
５
人
槽　
２
０
０
平
方
㍍
以
下

▼
７
人
槽　
２
０
０
平
方
㍍
を
超
え
る

　
緩
和
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、
台
所
・

浴
室
の
数
、
使
用
水
量
、
将
来
の
使
用
人

数
見
込
み
な
ど
の
条
件
が
あ
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
緩
和
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
下
水
道
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

個
人
管
理
の
合
併
浄
化
槽
の
寄
付
を
受
け

付
け
ま
す

　
市
は
個
人
管
理
の
浄
化
槽
の
寄
付
を
受

け
付
け
、
市
が
維
持
管
理
（
清
掃
・
保
守

点
検
・
法
定
検
査
・
修
繕
な
ど
）
を
行
う

事
業
を
新
た
に
開
始
し
ま
す
。
※
浄
化
槽

の
使
用
料
が
毎
月
掛
か
り
ま
す
。

　
寄
付
の
受
け
入
れ
の
際
、
浄
化
槽
の
清

掃
費
用
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
費

用
は
浄
化
槽
の
状
態
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。�

問
下
水
道
課　

　
☎（
25
）７
２
４
４

 

家 庭 家庭

台所 風呂 トイレ

合併処理
浄化槽

市が設置管理
一部本人負担

本人が設置・管理 本人が設置・管理

菊池市の放射線量
放射線量は日常生活に影響ありません！

　毎月市内４地点で空間放射線量の測定を行っていま
す。測定結果は、県が東日本大震災前に県内で測定し
ていた結果の範囲内であることから、日常生活に全く
影響が無いことが確認されました。
▼調査結果　　　　 　単位：マイクロシーベルト／時

測定場所 測定日 天候 測定結果
旭志総合支所 ２月 19 日 晴 0.018
泗水総合支所 ２月 24 日 晴 0.023
菊池市役所 ３月２日 晴 0.029

七城総合支所 ３月 11 日 晴 0.020
※ 震災前の熊本県保健環境科学研究所（宇土市）での測定結

果（平成 17 年４月～平成 22 年３月）の範囲（0.021 ～
0.078 マイクロシーベルト／時）

 ▼参考　県が測定した測定値は以下のとおりでした。
測定場所 測定日 天候 測定結果

熊本県保健環
境科学研究所
（宇土市）

２月 19 日 晴 0.042
２月 24 日 晴 0.040
３月２日 晴 0.043

３月 11 日 晴 0.041
（関連情報へのリンク）
▼熊本県の放射線についての調査結果（環境放射能水準調査）
http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/43/housyanou.html
▼放射線モニタリング情報（文部科学省）
http://radioactivity.nsr.go.jp/ja/list/224/list-1.html
問環境課環境政策係　☎ (25)7217

児
童
生
徒
の
就
学
費
用
を

援
助
し
ま
す

就
学
援
助
制
度

　
市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒

が
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
と
認
め

ら
れ
た
場
合
に
、
保
護
者
を
対
象
に
学
用

品
費
や
学
校
給
食
費
な
ど
を
援
助
し
ま

す
。
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
引

き
続
き
希
望
す
る
人
も
申
請
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
都
市
計
画
区
域
で
は
、
建
物
を
建
て
る

と
き
、
敷
地
は
幅
員
４
㍍
以
上
の
道
路
に

２
㍍
以
上
接
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
幅
員
４
㍍
未
満
の
道
路
に
接
し
た
土

地
の
場
合
は
、
道
路
の
中
心
か
ら
２
㍍
後

退
し
た
と
こ
ろ
ま
で
を
道
路
と
み
な
す
こ

と
で
、
建
物
を
建
て
ら
れ
ま
す
。

　
後
退
し
て
で
き
た
土
地
は
土
地
所
有
者

の
も
の
で
市
で
は
整
備
を
行
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
事
前
に
協
議
が
整

え
ば
、
市
が
道
路
整
備
と
そ
の
後
の
維
持

管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
業
の
対
象　
都
市
計
画
区
域
で
、
敷
地

が
幅
員
４
㍍
未
満
の
市
道
ま
た
は
里
道
な

ど
に
接
し
て
い
る
こ
と
。（
過
去
に
道
路

後
退
し
た
も
の
や
建
築
を
伴
わ
な
い
も
の

も
対
象
）

既
設
の
建
築
物
な
ど　
道
路
に
す
る
土
地

の
中
に
塀
や
樹
木
が
あ
る
場
合
は
、
建
築

主
に
移
設・除
去
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

事
前
の
協
議　
後
退
し
た
土
地
は
、
事
前

協
議
で
市
に
寄
付
さ
れ
た
後
、
道
路
と
し

て
整
備
・
管
理
し
ま
す
。

注
意
事
項　
抵
当
権
抹
消
や
相
続
手
続
き

な
ど
が
発
生
す
る
場
合
は
、
事
前
に
土
地

所
有
者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　
８
月
31
日
㈬
※
期
限
内
で
も

予
算
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
り
ま
す
。

土
地
所
有
者
の
メ
リ
ッ
ト　
▼
測
量
、
分

筆
、
所
有
権
移
転
登
記
を
市
が
行
い
ま

す
。
た
だ
し
、
隣
地
所
有
権
者
と
の
境
界

が
確
定
し
な
い
場
合
は
で
き
ま
せ
ん
▼
道

狭
あ
い
道
路
の
整
備

現況道路
４㍍未満

後退用地

道路中心線

道路の境界と
みなされる線

４㍍
２㍍ ２㍍

路
と
な
っ
た
土
地
の
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
な
く
な
り
ま
す
▼
道
路
が
広
く
な
り

ま
す
。

問
都
市
整
備
課　
☎（
25
）７
２
４
２

申
請
方
法

　
在
籍
す
る
学
校
に
あ
る
申
請
書
に
記
入

し
、
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
申
請
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
認
定

さ
れ
た
場
合
、
申
請
日
の
翌
月
分
か
ら
援

助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
新
入
生
に
限
り
、

５
月
２
日
㈪
ま
で
に
申
請
し
認
定
さ
れ
た

場
合
、
４
月
分
か
ら
援
助
し
ま
す
。

問
各
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
学
務
係　

　
☎（
25
）７
２
３
１

　
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
固
定
資
産
税
の
評

価
額
が
適
正
か
ど
う
か
確
認
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
広
く
情
報
を
公
開
し

ま
す
。

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

平
成
28
年
度
菊
池
市
縦
覧
帳
簿
の
土

地
・
家
屋
の
価
格
を
縦
覧
で
き
ま
す
。　

縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
る
人　
▼
土
地
ま

た
は
家
屋
の
納
税
義
務
者
▼
納
税
義
務
者

と
同
じ
世
帯
の
親
族
▼
納
税
管
理
人
▼
代

理
人
（
要
委
任
状
）

※�

土
地
の
納
税
義
務
者
は
土
地
の
、
家
屋

の
納
税
義
務
者
は
家
屋
の
、
両
資
産
の

縦
覧
簿
の
縦
覧
と
固
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
閲
覧

納
税
義
務
者
は
両
方
の
縦
覧
帳
簿
の
縦

覧
が
で
き
ま
す
。
免
税
点
未
満
の
人
は

縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
土
地
・
家
屋
な

ど
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
な
ど
は
、

平
成
28
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
基

礎
に
な
る
た
め
、
関
係
者
は
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
固
定
資
産
の
評
価
は
、
総
務
大
臣
が
定

め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
、
市
長
が
決
定
し
た
価
格
を
基
に
課

税
標
準
額
を
算
定
し
ま
す
。
決
定
し
た
価

格
や
課
税
標
準
額
は
、
菊
池
市
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
人　
▼
固
定
資
産
税
の
納
税

義
務
者
▼
納
税
義
務
者
と
同
じ
世
帯
の
親

族
▼
納
税
管
理
人
▼
代
理
人（
要
委
任
状
）

▼
土
地
ま
た
は
家
屋
の
賃
借
人
▼
賦
課
期

日
以
後
に
固
定
資
産
を
取
得
し
た
人

縦
覧
・
閲
覧
期
間　
５
月
31
日
㈫
ま
で

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
㈯
㈰
㈷
を
除
く
。

縦
覧
・
閲
覧
の
と
き
に
必
要
な
も
の

　
納
税
通
知
書
、
印
か
ん
、
本
人
確
認
用

の
免
許
証
、
委
任
状
な
ど
が
必
要
で
す
。

縦
覧
・
閲
覧
す
る
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

期
間
中
の
手
数
料
は
無
料
で
す
が
、
課

税
台
帳
の
写
し
が
必
要
な
場
合
は
有
料

と
な
り
ま
す
（
１
件
３
０
０
円
）。

問
●申
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
７

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

４
月
か
ら
市
町
村
設
置
型
浄
化

槽
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

　
市
町
村
設
置
型
浄
化
槽
使
用
料
金
を
左

表
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。
料
金
改
定
は

５
月
請
求
（
４
月
使
用
分
）
か
ら
適
用
し

ま
す
。

　
使
用
人
数
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

は
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
下
水
道
課　
☎（
25
）７
２
４
４

種別 基本割
（１戸）

世帯員割
（一人当たり）

一般汚水 2,160 円 540 円

集会所
公民館 1,080 円  ー

▼浄化槽市町村整備使用料（月額）

※計算例　４人世帯の場合
基本割 2,160 円＋（世帯員割 540 円×４人）＝ 4,320 円

※集会所・公民館の使用料は 1,080 円／月

21 202016 April広報きくち2016 April広報きくち



各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

募
集

　
参
加
者
の
8
割
以
上
の
人
が
3
カ
月
で

体
重
、
血
糖
値
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
下
が
っ
て
い
る
人
気
の
教
室
で
す
。

と　

き　
５
月
18
日
㈬
～
８
月
10
日
㈬

（
全
８
回
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
菊
池
広

域
保
健
セ
ン
タ
ー

料　
金　
１
０
８
０
円
（
８
回
分
）

対　
象　
市
内
在
住
で
健
康
づ
く
り
に
関

心
が
あ
る
人

定　
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
各
申
込
先
に
あ
る
申
込
書
に

い
き
い
き
養
生
塾
第
１
期

参
加
者
募
集
（
昼
コ
ー
ス
）

　
年
間
を
通
し
て
実
施
し
て
い
る
介
護
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
講
座
内
容

や
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

募
集
期
間　
各
講
座
2
週
間
前
ま
で

Ⓗhttp://w
w
w
.saw

ayaka.or.jp

問
●申
熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
９
１

県
民
介
護
講
座
受
講
生
募
集

市
有
財
産（
土
地
）を

公
売
し
ま
す

　
市
有
財
産
（
土
地
）
を
一
般
競
争
入
札

で
公
売
し
ま
す
。

売
払
い
物
件　
１
号
物
件（
大
平
市
有
地
）

　

�

大
平
字
聖
迫
６
６
６
番
地
２　

原
野

２
８
８
平
方
㍍　
都
市
計
画
区
域
外
で

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
は
該
当
し
て
い

ま
せ
ん
。

最
低
売
却
予
定
価
格　
43
万
２
千
円

受
付
期
間

　
４
月
15
日
㈮
ま
で
（
㈯
㈰
㈷
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
育
て
を

応
援
し
ま
す

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
人
や
寡
婦
を
対
象
に

家
事
や
育
児
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
や
家
事
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供

す
る
家
庭
生
活
支
援
員
を
派
遣
し
ま
す
。

利
用
す
る
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

問
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
支
援
係　

　
☎（
25
）７
２
１
４

　
菊
池
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
☎
０
９
０（
３
８
８
３
）１
１
５
２

ひ
と
り
親
家
庭
の

自
立
支
援
給
付
金
制
度

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金

　
看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
取

得
の
た
め
、
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合

に
、
修
業
期
間
中
の
生
活
の
負
担
軽
減
の

た
め
に
、
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を

支
給
し
、
修
業
終
了
後
に
高
等
職
業
訓
練

修
了
支
援
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付

　
主
体
的
な
能
力
開
発
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
も
の
で
、
雇
用
保
険
の
教
育
訓
練

給
付
の
受
給
資
格
を
有
し
て
い
な
い
人
が

対
象
教
育
訓
練
を
受
講
し
、
修
了
し
た
場

合
、
経
費
の
60
％
（
上
限
20
万
円
）
を
支

給
し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
支
援
係　

　
☎（
25
）７
２
１
４

農
業
委
員
会
の
申
請
書
締
め
切
り

日
と
会
議
開
催
日
が
変
わ
り
ま
す

　
農
地
法
改
正
で
、
申
請
書
の
締
め
切
り

日
と
農
業
委
員
会
会
議
の
開
催
日
が
変
わ

り
ま
す
。
４
月
を
日
程
変
更
の
移
行
期
間

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
農
地
の
売
買
・
貸

し
借
り
・
農
地
転
用
の
申
請
を
予
定
し
て

い
る
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

４
月
の
日
程

▼
申
請
書
締
め
切
り
日　
３
月
31
日
㈭

▼
農
業
委
員
会
会
議　
　
４
月
15
日
㈮

５
月
以
降
の
日
程

▼�

申
請
書
締
め
切
り
日　
毎
月
25
日
（
㈯

㈰
㈷
の
場
合
は
翌
開
庁
日
）

▼�

農
業
委
員
会
会
議　
毎
月
10
日
（
㈯
㈰

㈷
の
場
合
は
10
日
に
近
い
開
庁
日
）

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎（
25
）７
２
３
５

指
定
ご
み
袋
に
可
燃
ご
み

（
極
小
）
を
導
入
し
ま
し
た

　
高
齢
者
や
単
身
世
帯
な
ど
か
ら
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
い
た
可
燃
ご
み
袋
の
極
小
サ

イ
ズ
（
容
量
約
15
㍑
）
を
新
た
に
導
入
し

ま
し
た
。
４
月
か
ら
随
時
ご
み
袋
販
売
店

で
販
売
し
ま
す
。

販
売
価
格　
１
５
０
円（
１
袋
15
枚
入
り
）

問
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

　
☎（
25
）７
２
１
７

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
民
謡
を
た
ず

ね
て
」
放
送
予
定
日

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊
本
放
送
局
と
市
で
は
２
月
21

日
、菊
池
市
文
化
会
館
で
ラ
ジ
オ
番
組「
民

謡
を
た
ず
ね
て
」
の
公
開
収
録
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
番
組
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る
民
謡
歌

手
が
、
地
元
を
は
じ
め
全
国
各
地
の
民
謡

の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

放
送
日
時
・
内
容
（
敬
称
略
）

①����

４
月
30
日
㈯　
午
後
0
時
30
分
～
55
分

　
ラ
ジ
オ
第
１

▼
お
て
も
や
ん（
熊
本
）田た

中な
か

祥し
ょ
う
子こ

▼
八
女
の
茶
山
唄（
福
岡
）馬ば

場ば

敬け
い
子こ

▼
け
ん
ち
ゃ
ん
節（
大
分
）江え

島し
ま
ち
あ
き

▼
五
木
の
子
守
唄（
熊
本
）有あ
り
田た

い
ま
里り

▼
鹿
児
島
小
原
節（
鹿
児
島
）藤ふ
じ
山や
ま

進
す
す
む

▼
正
調
博
多
節（
福
岡
）早は
や
坂さ
か
光み
つ
枝え

②
５
月
７
日
㈯　
午
後
０
時
30
分
～
55
分

　

�

ラ
ジ
オ
第
１
・
Ｆ
Ｍ
（
全
国
放
送
・
国

際
放
送
）

▼
万
才
く
ず
し（
佐
賀
）有
田
い
ま
里

▼
山
鹿
ヨ
ヘ
ホ
節（
熊
本
）早
坂
光
枝

▼
塩
釜
甚
句（
宮
城
）江
島
ち
あ
き

▼
秋
田
草
刈
唄（
秋
田
）藤
山
進

４
月
か
ら
障
害
者
差
別
解
消
法

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
こ
の
法
律
で
は
「
不
当
な
差
別
的
取
り

扱
い
」を
禁
止
し「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

を
求
め
て
い
ま
す
。そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら

せ
る
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
と
は

　
障
が
い
を
理
由
と
し
て
、
正
当
な
理
由

な
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、

制
限
し
た
り
、
条
件
を
付
け
た
り
す
る
よ

う
な
行
為
を
い
い
ま
す
。

合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は

　
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の
配
慮

を
求
め
る
意
思
の
表
明
が
あ
っ
た
と
き

に
、
負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
配
慮
を
行
わ
な
い
こ
と
で
、

障
が
い
の
あ
る
人
の
権
利
利
益
が
侵
害
さ

れ
る
場
合
も
差
別
に
当
た
り
ま
す
。

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

詐
欺
被
害
防
止
の
た
め
金
融
機

関
窓
口
で
声
掛
け
を
実
施
中

　
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
が
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
熊
本
県
警
察
本
部
、
九
州

財
務
局
、
県
内
金
融
機
関
業
界
団
体
な
ど

は
連
携
協
定
を
締
結
し
、
金
融
機
関
で
顧

客
へ
の
声
掛
け
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
の

取
り
組
み
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
熊
本
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

　
☎
０
９
６（
３
８
１
）０
１
１
０

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が

一
部
変
わ
り
ま
す

　
法
改
正
に
よ
り
４
月
か
ら
新
た
に
「
介

護
予
防・日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」（
以

下
「
総
合
事
業
」）
が
始
ま
り
ま
す
。

　
総
合
事
業
で
は
、
介
護
保
険
で
要
支
援

１・
２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
訪
問

介
護
と
通
所
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
ま
す
。
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
の
介
護
予
防
事
業
や
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
、
安
否
確
認
の
た
め
の
声
か
け
、
住

▼
長
崎
の
ん
の
こ
節（
長
崎
）馬
場
敬
子

▼
牛
深
ハ
イ
ヤ
節（
熊
本
）田
中
祥
子

③
５
月
14
日
㈯　
午
後
0
時
30
分
～
55
分

　

�

ラ
ジ
オ
第
1
・
Ｆ
Ｍ
（
全
国
放
送
・
国

際
放
送
）

▼�

久
留
米
の
そ
ろ
ば
ん
踊
り（
福
岡
）

　
馬
場
敬
子

▼
豪
傑
節　
藤
山
進

▼
佐
賀
箪
笥
長
持
唄（
佐
賀
）有
田
い
ま
里

▼
宇
目
の
唄
げ
ん
か（
大
分
）江
島
ち
あ
き

▼
鹿
児
島
三
下
り（
鹿
児
島
）田
中
祥
子

▼
五
島
さ
の
さ（
長
崎
）早
坂
光
枝

出　
演　
▼
唄　

早
坂
光
枝
、
藤
山
進
、

田
中
祥
子
、
江
島
ち
あ
き
、
有
田
い
ま

里
、
馬
場
敬
子
▼
三
味
線　
西に
し
英ひ
で
輔す
け
、
西に
し

英ひ
で

響き
ょ
う
輔す
け
▼
尺
八
・
笛　

篁
た
か
む
ら
竜た
つ
男お

▼
鳴
物

　
荒あ
ら
井い

ふ
み
子こ

、
田た

辺な
べ
三み

花か

▼
は
や
し
詞

　
西に
し
田だ

美み

和わ

、
西に
し
田だ

和か
ず
美み

問
企
画
振
興
課
企
画
係

　
☎（
25
）７
２
５
０

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊
本
放
送
局

　
☎
０
９
６（
３
２
６
）８
２
０
３

民
参
加
の
軽
度
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど

も
利
用
で
き
ま
す
。

　
要
介
護
１
～
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
が
で
き
る

　
一
人
一
人
の
生
活
や
身
体
状
況
に
合
わ

せ
た
サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
で
き
る
だ
け
介
護
を
必
要
と
し

な
い
暮
ら
し
の
継
続
を
支
援
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
期
間
を
短
縮

　

総
合
事
業
の
み
を
利
用
す
る
場
合
は
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
比
べ
、
短
い
期
間

で
利
用
で
き
ま
す
。�

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問
●申
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

　
菊
池
養
生
園　
☎（
38
）２
８
２
０

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
）
で
は
、
平
成
28
年
度
春
の
青
年
海

外
協
力
隊
と
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈮
～
５
月
９
日
㈪

　
募
集
期
間
中
は
元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
体
験
談
や
活
動
紹
介
を
行
う
「
体

験
談
＆
説
明
会
」
を
各
県
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
開
催
日
時
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ⓗhttp://w
w
w
.jica.go.jp

問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
市
民
参
加
協
力
課

　
☎
０
９
３（
６
７
１
）６
３
１
１

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

田中祥子さん

受
付
場
所　
財
政
課
入
札
管
財
係
（
菊
池

中
央
公
民
館
３
階
）

申
込
方
法　
専
用
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
・
押
印
し
、
期
間
内
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
受
付
期
間
内

に
必
着
。メ
ー
ル
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

法
人
は
法
人
登
記
簿
謄
本
、
個
人
は
本
籍

地
の
市
区
町
村
長
な
ど
が
発
行
す
る
身
分

証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格
の
承
認　
市
有
財
産
（
土
地
）

公
売
一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
書
を
提
出

し
た
人
に
は
、
入
札
日
前
ま
で
に
参
加
資

格
の
有
無
を
通
知
し
ま
す
。

現
地
説
明
の
日
時
・
場
所　
４
月
８
日
㈮

　
午
前
10
時
～
11
時　
現
地
集
合

入
札
・
開
札
の
日
時
・
場
所

　
４
月
27
日
㈬　
午
前
10
時

　
市
役
所
本
庁
舎
３
階
第
２
委
員
会
室

　
入
札
参
加
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
財
政
課
入
札
管
財
係

　
☎（
25
）７
２
０
５
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112
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相
談

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、
介
護
を
し
て

い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
息
抜
き
の

時
間
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
４
月
28
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
に
行
く
時
間

が
な
い
人
や
、
納
付
の
相
談
が
あ
る
人
の

た
め
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
25
日
㈪
～
28
日
㈭

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
税
務
課
徴
税
係（
本
庁
舎
２
階
）

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

も
の
忘
れ
相
談
会

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
26
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

講
演
・
講
習

も
の
づ
く
り
の
人
材
育
成
を

支
援
し
ま
す

　

県
で
は
、
小
規
模
事
業
者
（
製
造
業
）

の
人
材
育
成
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
的

知
識
を
持
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
弁
護
士
）
を
受
け
ま
す
。
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

と　
き　
４
月
15
日
㈮　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所
３
階
第
１
委
員
会
室

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課�

　
☎（
25
）７
２
１
０

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
県
で
は
、
就
職
に
関
す
る
ご
相
談
に
専

門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
じ
っ
く
り
お
話
を

あ
な
た
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
！

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
で
す
。

と　
き　
４
月
19
日
㈫　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館　
２
階

�

※�

講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
高
齢
支
援
課
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

イ
ベ
ン
ト

第
37
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

　
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
か
ら
、
菊
池

で
生
き
る
知
恵
や
経
験
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
回
は
、
建
築
家
の
荒あ

ら

木き

健け
ん

一い
ち

朗ろ
う

さ
ん
を
招
き
、
菊
池
養
生
詩
塾
の
佐さ

藤と
う

忠た
だ

文ふ
み

さ
ん
と
対
談
を
行
い
ま
す
。
申
し
込

み
・
参
加
費
不
要
で
す
。

と　
き　
４
月
23
日
㈯　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
松
倉
邸
（
菊
池
高
校
正
門
前
）

問
企
画
振
興
課　
☎（
25
）７
２
５
０

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

無
料
相
談
窓
口

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
被
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
建
築
の
専
門
家
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。契
約
前
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
内
容　
業
者
選
び
の
注
意
点
、
見
積

内
容
や
適
正
金
額
、
契
約
時
の
注
意
点
な

ど　
※
特
に
外
壁
塗
装
、
屋
根
工
事
、
白

蟻
工
事
は
注
意
が
必
要
で
す
。

問
●申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ま
も
と
住
宅
相
談
窓

口　
☎
０
９
６（
２
８
５
）６
９
２
２

４
月
の
内
容

14
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
※

21
日
㈭　
こ
い
の
ぼ
り
作
り

28
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
受
付
人
数
に
制
限
が
あ
り
。
参
加
費
無

料
。（
オ
イ
ル
代
で
初
回
1
0
0
円
）

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

と　
き　
４
月
8
日
㈮　
午
前
11
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
渓
谷
内
展
望
所
前

菊
池
渓
谷
は
４
月
１
日
オ
ー
プ
ン

　
今
シ
ー
ズ
ン
も
た
く
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
商
工
観
光
課　
☎（
25
）７
２
２
３

菊
池
渓
谷
山
開
き
式
典
開
催

　
手
話
通
訳
者
が
増
え
る
こ
と
は
地
域
の

聴
覚
障
害
者
の
福
祉
発
展
に
つ
な
が
り
ま

す
。
手
話
通
訳
者
に
な
り
た
い
人
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　

①
入
門
課
程　

　
４
月
13
日
㈬
～
８
月
10
日
㈬

　
毎
週
㈬�　
午
後
７
時
～
９
時

②
基
礎
課
程

　
９
月
７
日
㈬
～
平
成
29
年
３
月
29
日
㈬

　
毎
週
㈬　
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　
合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー
ヴ
ィ
ー

ブ
ル

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
健
康
、
家
族
や
友
人
関
係
、
職
場
の
人

間
関
係
な
ど
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え
て
い

ま
せ
ん
か
。
専
門
の
臨
床
心
理
士
（
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）
が
無
料
で
相
談
を
受
け
ま
す
。

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ご
希
望
の
相
談
日
時
な
ど
を
伺
い

ま
す
（
閉
庁
日
は
除
く
）。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
●申
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

こ
こ
ろ
の
相
談

　
職
業
訓
練
は
、
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す

る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
の
一
つ

で
す
。
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）。
一
定
の
条
件

を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
（
失
業
保
険
）

や
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
受
け
な
が
ら

職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

訓
練
場
所　
合
志
市

科　
目　
溶
接
加
工
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
技
術
科
、
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、
制

御
技
術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル

設
備
サ
ー
ビ
ス
科

募
集
期
間　
４
月
28
日
㈭
ま
で

訓
練
期
間　
６
月
１
日
㈬
～
12
月
27
日
㈫

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
☎（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス

幸
せ
さ
が
し
「
合
コ
ン
」

～
パ
ー
ト
43

と　
き　
４
月
24
日
㈰

　
　
　
　
午
後
1
時
～
4
時

と
こ
ろ　
大
津
町
町
民
交
流
施
設
「
オ
ー

ク
ス
プ
ラ
ザ
」

応
募
資
格　
20
歳
～
45
歳

募
集
人
数　
男
女
各
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
千
円（
別
途
入
会
登
録
費
千
円
）

申
込
方
法　
履
歴
書
、
写
真
（
上
半
身･

葉
書
サ
イ
ズ
）
３
枚
、
返
信
用
封
筒
（
本

人
の
宛
先
名
記
入
・
82
円
切
手
貼
付
）
を

同
封
し
、
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

happy1592.justhpbs.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

送
付
先　
〒
８
６
９-

１
２
２
１

　
菊
池
郡
大
津
町
陣
内
１
６
５
２

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
♡
は
っ
ぴ
ぃ

　
江え

藤と
う
☎
０
８
０（
２
７
４
５
）７
７
８
８

　
中な

か
山や
ま
☎
０
９
０（
１
５
１
９
）６
８
８
７

　
10
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限　
５
月
26
日
㈭
、
６
月
９
日
㈭

※
コ
ー
ス
で
異
な
り
ま
す
。

内　
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英
語
研
修
、

地
域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

問
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
☎
03（
６
４
１
７
）９
７
２
１

　
Ⓗhttp://w

w
w
.kskk.or.jp

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

農
地
を
貸
し
た
い
人
・
借
り
た

い
人
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
熊
本
県
農
業
公
社
は
、
農
業
経
営
を
縮

小
す
る
人
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

担
い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地

を
貸
し
た
い
」「
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借

り
た
い
」
と
い
う
人
は
、
市
町
村
や
Ｊ
Ａ

の
担
当
窓
口
、
熊
本
県
農
業
公
社
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
●申
熊
本
県
農
業
公
社

　
☎
０
９
６（
２
１
３
）１
２
３
４

置
し
、
人
材
育
成
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

無
料
で
応
じ
る
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

高
い
技
術
を
持
つ
講
師
を
企
業
に
派
遣
し

て
、
技
術
指
導
を
行
う
人
材
育
成
も
実
施

し
て
い
ま
す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
く
ま
も
と
産
業
支
援
財
団

　
☎
０
９
６（
２
８
９
）２
４
３
８

伺
い
、
就
職
段
階
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
所
要
時
間
は
１
時
間
程
度
。
予
約
優
先

で
す
の
で
、
ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

と
こ
ろ　
熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
（
熊
本
市
中
央
区
水
道
町
８
‐
６

朝
日
生
命
熊
本
ビ
ル
１
階
）

予
約
受
付
時
間

　
㈪
～
㈮
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
㈯
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

※
㈰
㈷
年
末
年
始
は
休
み
で
す
。

問
●申
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
コ
ー
ナ

ー　
☎
０
９
６（
３
５
２
）０
８
９
５

担
）。
受
講
資
格
、
申
込
方
法
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
㈶
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会　

　
☎
０
９
６（
３
８
３
）５
５
８
７

　
（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対　
象

　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
と
保
護
者

問
●申
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

25 242016 April広報きくち2016 April広報きくち



市 民 の 広 場
※
市
民
の
広
場
は
市
民
が
投
稿
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。行
政
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　ファミリーコンサートを開催します。小さなお子さんも
一緒にお越しください。入場無料です。皆さまのご来場を
団員一同お待ちしています。
と　き　５月８日㈰　午後２時開演（１時 30 開場）
ところ　菊池市文化会館大ホール
内　容　第一部　クラシックステージ
　　　　第二部　華麗なるフラメンコとの共演
　　　　第三部　ポップスステージ
問菊池市民吹奏楽団演奏会実行委員会　阪

さ か

梨
な し

　　　
☎ 090(3012)5071

菊池市民吹奏楽団
ファミリーコンサート

きくちマルシェ　Vol.3
～芝生のうえでピクニック～

　雑貨、アンティーク家具、ハンドメイド品、おいしいス
イーツ・カフェ・フードのお店が約 100 店集結。素敵な
お店や作家さんたちが皆さんをお待ちしています。
と　き　４月 29 日㈮㈷　午前９時～午後３時（小雨決行）
ところ　菊池市民広場
　（きくち観光物産館横）
問古物・雑貨ｂｂ
　☎ (24)7360　

少年軟式学童野球
泗水ウエストレイズ　部員募集

　野球が大好きな人集まれ～♪基本からしっかり教え、選
手の個性を伸ばすチームです。体験入部随時行っています。
一度練習を見に来てください。
と　き　毎週㈫㈬㈮　午後６時～９時
　　　　土日は試合などがあります。
ところ　泗水西小学校グラウンド
問徳

と く

永
な が

　☎ 090(7158)3441　

♬

　菊池三高（菊池高校、菊池女子高校、菊池農業高校）の
再興策、教育による菊池市の振興策を話し合い、実行する
会の会員を募集します。
　元気な街に元気な学校が生まれ、学校が元気になれば菊
池の街が元気になります。一緒に考え、行動する多数の皆
さんのご参加をお待ちします。
問●申「教育立市きくち」を作る会事務局　牧

ま き

　☎ (25)5100　Ⓕ (36)9101
　Ⓜ kikuchi-mike316@outlook.jp

「教育立市きくち」を作る会　会員募集

バウンドテニス参加者募集

　雨や日焼けも気にならない。室内にマットを敷き、縦
10㍍×横３㍍のコート中央に高さ 50㌢のネットをはさん
で、ソフトテニスの要領で打ち合います。新人戦・男女ペ
ア戦・懇親大会など楽しい大会もあります。
と　き　毎週㈮　午後８時～９時 40 分
ところ　菊池北小学校体育館
参加費　１回目のみ無料
※２回目から 200 円
指　導　内

う ち

古
こ

閑
が

問田中スポーツ　☎ 0968(25)4235

　初めての発表会を行います。各クラスの発表やお楽しみ
抽選会など盛りだくさんの内容です。子どもたちの最高の
パフォーマンスをぜひ会場でご覧ください。多くの皆さん
のご観覧をお待ちしています。
と　き　４月３日㈰　午後１時 30 分開演（１時開場）
ところ　泗水ホール（泗水町福本 283 番地１）
入場料　1,000 円（自由席）
問高

た か

宗
む ね

　☎ 080(3997)0324

ストリートダンススクール GROW ACT
ダンスフェスティバル　Vol.1健康マラソンに参加しませんか？

　七城走ろう会は養生園の指導を受けながら市民の健康づ
くりに貢献する健康マラソンに取り組んでいます。２月の
熊本城マラソンも９人全員が完走しました。
と　き　毎週㈬　午後７時 30 分～９時
ところ　七城総合グラウンド集合（雨天時は七城体育館）
内　容　ストレッチ、ジョギング、筋肉トレーニングなど
　練習に参加するといきいきネットワーク会員の
人はポイント１点です。
問七城走ろう会　早

は や

田
た

　
　☎ 090(4584)8748

第 30 回春季菊池市民
チャリティーゴルフ大会

と　き　５月５日㈭㈷　
ところ　菊池カントリークラブ（アコーディア・ゴルフ）
料　金　ビジター 11,800 円、メンバー 7,500 円
※プレー代、参加費込み、食事付き
定　員　220 人（先着順）
主　催　菊池市ゴルフ協会
　競技終了後、午後６時から菊池市民広場で
お楽しみ抽選会と表彰式を行います。
問●申菊池カントリークラブ
　☎ 0968(27)1121

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.21

　２年生 153 人が参加し立志式と地域散策活動を
行いました。初めに原

はら

田
だ

和
かず

幸
ゆき

教育長の講演があり、
その後生徒たちは 24 班に分かれ市内の史跡など約
10㌔のコースを散策。戸崎城跡や菊池神社などを
巡り、地域の歴史や文化を学びました。

菊池南中学校

　本年度から体力づくりや仲間づくりなどを目的
に、帰りの学級活動後や諸活動の時間を利用し「き
らめきの運動」に取り組んでいます。10 回目の今
回は、大人数での２人３脚にチャレンジ。呼吸を
合わせ、足並みをそろえるのは大変ですが、みん
なで力を合わせることの大切さを実感しました。

旭志中学校
らめきの運動き２月 18 日

菊池遺産の弁財天散策の間にちょっと休憩

みんなで２人３脚に挑戦

地域の史跡を巡りました

　東京都渋谷区のエリアベネッセ青山で、環境省
主催の「こどもホタレンジャー 2015 発表大会＆
表彰式」が行われました。全国 46 校の応募の中か
ら５団体が選ばれ、本校の４年生が応募した「と
ざきにホタルをいっぱいプロジェクト」が「ベネッ
セ賞」を受賞しました。発表大会では児童２人と
担任教諭がこれまでの活動を堂々と発表しました。

どもホタレンジャーこ

　６年生 41 人が「お楽しみ給食」を堪能しました。
３月に卒業する６年生に、残り少ない小学校給食
を楽しんでもらうために行ったものです。バイキ
ング方式で、たくさんの献立がランチルームに並
びました。普段とは違う給食に児童たちは笑顔を
見せ、自分の好きな献立を思い思いに選ぶなど思
い出に残る給食になりました。

３月 11 日

大好きな献立が並びました みんなで楽しく食べました

んなでランチバイキングみ

戸崎小学校

みんなの前でプレゼン 受賞者全員で記念撮影

２月 13 日

意新たに！立志式と史跡巡り決２月 26 日

泗水西小学校

　菊池中央病院の曽
そ

山
やま

直
なお

宏
ひろ

副院長とキャラバンメ
イトの２人を招き、４年生を対象に認知症サポー
ター養成講座を実施しました。認知症を自分の家
族にも起こる病気として考え、どのように接した
らよいか講話や寸劇などから学びました。

認知症の寸劇

知病サポーター養成講座認１月 21 日

旭志小学校
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世
界
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

平
田
機
工
㈱
七
城
工
場

◆
所
在
地　
七
城
町
蘇
崎
１
４
７
１
番
地
10

◆
従
業
員　
40
人

◆
設　
立　
平
成
20
年
１
月

☎
０
９
６（
２
７
２
）０
５
５
５

Ⓗhttp://w
w

w
.hirata.co.jp

◆
主
な
製
品　
各
種
生
産
シ
ス
テ
ム
、
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
物
流
関
連
機
器
の
製
造
・
販
売

を
し
て
お
り
、
製
品
の
80
％
以
上
を
海
外
に
出

荷
し
て
い
ま
す
。

◆
業
務
内
容　
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
や
半
導
体

の
材
料
搬
送
を
す
る
真
空
ロ
ボ
ッ
ト
、
家
電
な

ど
の
生
産
設
備
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
世
界
の

も
の
づ
く
り
を
支
え
る
熊
本
生

ま
れ
の
企
業
で
す
。
菊
池
市
の

他
、
熊
本
市
、
楠
野
町
に
も
工

場
が
あ
り
、
熊
本
地
区
全
体
で

約
千
人
が
働
い
て
い
ま
す
。

対
米
・
対
香
港
・
対
カ
ナ
ダ
輸
出
認
定
工
場

㈱
熊
本
畜
産
流
通
セ
ン
タ
ー

◆
所
在
地　
七
城
町
林
原
９
番
地

◆
従
業
員　
２
３
６
人

◆
設　
立　
昭
和
60
年
10
月

☎
０
９
６
８（
26
）４
１
２
１

Ⓗhttp://w
w

w
.kum

atiku.jp

◆
主
な
製
品　
牛
・
豚
枝
肉
、
副
生
物
、
部
分
肉
、

パ
ッ
ク
製
品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
県
内
中
心

に
九
州
関
西
方
面
ま
で
出
荷
し
て
い
ま
す
。

◆
業
務
内
容　
肉
畜
の
と
畜
処
理
、
部
分
肉
の

製
造
販
売
加
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
工
程
で

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
（
食
品
衛
生
管
理
の
手

法
）
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
畜
産
農

家
と
消
費
者
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

に
な
り
、「
安
全
・
安
心
・
新
鮮
」

な
食
肉
を
食
卓
へ
お
届
け
し
ま

す
。
ま
た
、
食
肉
の
地
産
地
消

に
取
り
組
み
畜
産
の
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

菊
池
市
企
業
連
絡
協
議
会
の
加
盟
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

市
の
産
業
振
興
や
市
勢
発
展
の
た
め
市
内
企
業
62
社
が
加
盟
し
て
い
る
団
体
で
す
。

代表：平
ひら

田
た

雄
ゆう

一
いち

郎
ろう

さん

代表：加
か

末
く

誠
せい

一
いち

さん

⑧

工場外観

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

4

　

前
回
、
県
北
の
文
教
の
中
心
的
存
在
と
し
て

渋
江
家
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
中

で
も
江
戸
時
代
の
中
頃
に
活
躍
し
た
菊
池
文
教

の
祖
、
渋
江
紫
陽
を
紹
介
し
ま
す
。

　

紫
陽
は
1
7
1
9
（
享
保
４
）
年
、
隈
府
で

生
ま
れ
、
名
を
公き

み

豊と
よ

と
い
い
ま
し
た
。
少
年
の

こ
ろ
か
ら
学
問
が
好
き
で
、
14
歳
の
こ
ろ
に
水み

ず

足た
り

博は
く

泉せ
ん

に
、
そ
の
後
は
山
鹿
の
加か

が々

美み

鶴か
く

灘だ
ん

に

師
事
し
、
友
人
で
あ
る
僧
の
玄げ

ん

密み
つ

と
一
緒
に
山

鹿
ま
で
の
道
を
通
い
ま
し
た
。
当
時
は
武
芸
が

盛
ん
で
、
机
に
座
っ
て
本
を
読
む
の
は
怠
け
者

と
見
ら
れ
が
ち
で
し
た
の
で
、
人
に
気
付
か
れ

な
い
よ
う
日
暮
れ
に
自
宅
を
出
て
、
夜
が
明
け

ぬ
う
ち
に
帰
宅
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
２
人
の
師
の
教
え
に
は
、共
通
し
て「
古
学（
儒

学
の
一
派
）」
と
「
菊
池
一
族
の
顕
彰
（
業
績
を

讃
え
世
間
に
広
め
る
こ
と
）」
と
い
う
柱
が
あ
り

ま
し
た
。
紫
陽
自
身
に
も
そ
の
２
本
の
柱
は
受

け
継
が
れ
、
紫
陽
以
降
の
菊
池
の
文
教
の
基
礎

に
な
り
ま
し
た
。

　

紫
陽
は
30
歳
の
時
に
、
藩
校
「
時
習
館
」
よ

り
６
年
も
早
く
、
私
塾
「
集し

ゅ
う

玄げ
ん

亭て
い

」
を
創
立
し
、

閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
の
45
年
間
に
3
0
0
人
以
上

が
こ
こ
で
学
び
ま
し
た
。
紫
陽
が
教
え
た「
古
学
」

は
藩
と
方
針
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
藩
に
は
仕

え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
藩
の
学
者
た
ち
は
時
折

紫
陽
を
訪
ね
て
き
て
、「
城
北
の
隠
君
子
」
と
呼

ん
で
大
変
尊
敬
し
て
い
ま
し
た
。

　
1
7
7
9
（
安
永
8
）
年
、
61
歳
の
時
、
紫

渋し
ぶ

江え

紫し

陽よ
う

（
１
７
１
９
～
９
２
）

陽
は
も
う
1
つ
の
念
願
を
果
た
し
ま
す
。
菊
池

氏
の
15
代
武
光
の
墓
碑
建
設
で
す
。
今
で
こ
そ
、

菊
池
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
う
べ
き
銅
像
で
有

名
な
武
光
で
す
が
、
当
時
は
長
年
室
町
幕
府
に

抵
抗
し
た
武
将
の
た
め
に
立
派
な
墓
を
立
て
る

の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
し
た
。
紫
陽
が
立

ち
上
が
る
ま
で
は
荒
れ
果
て
て
雑
草
の
中
に
埋

も
れ
て
い
た
の
で
す
。
紫
陽
は
養
子
松し

ょ
う

石せ
き

、
弟

子
宗そ

う

伝で
ん

次じ

と
協
力
し
、
正
観
寺
に
武
光
の
忠
節

を
た
た
え
た
墓
を
建
て
ま
し
た
。

　

紫
陽
は
1
7
9
2
（
寛
政
４
）
年
に
74
歳
で

亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
菊
池
文
教
の
基
礎
を
築

い
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
大
正
４
年
、
従
五
位

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

菊池武光墓碑

工場外観

製品写真

野間口区

高田区

羽根木区

花房校区

今区

植樹の輪が広がっています！　日本一の桜の里づくり
　「菊池さくら千年プロジェクト」の一環として、市
内６カ所で植樹がありました。２月 28 日に花房坂
39 本、上内田川堤防 32 本。３月５日に今区 28 本、
迫間川堤防２カ所 ( 計 10 本 )。３月 14 日に矢護川
堤防９本。計 119 本を植樹しました。参加者は「成
長が楽しみ」「機会があればまた参加したい」と話し
ていました。
　このプロジェクトは日本一の桜の里を目指して始
まったもので、主に河川堤防や道路沿いへの桜の植樹
と管理を行っています。

２～３月　菊池さくら千年プロジェクト

川下区　寿会
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「動画QRコード」付きの記事は動画をご覧いただくことができます。
ホームページには他の写真も掲載しています。ぜひご覧ください。←このマークがある写真は紙面上で動く動画を見ることができます。

地元住民の指導を受けながら馬を作る児童

ふるさと大好き、北小っ子
　ふるさとに自信と誇りを持つ児童の育成などを目的
に菊池北小学校で地域体験学習がありました。全校児
童約 290 人が５つの地区に分かれ、地域の伝統や文
化を学習。龍門地区では 39 人が江戸時代から続く馬
作りを体験し、地元住民の指導を受けながらワラと竹
で馬を完成させ
ました。体験し
た児童は「馬作
りは初めてだっ
たので、貴重な
体験ができまし
た。家に飾りた
いです」。

２月６日　地域体験学習

高野瀬区コミュニティセンター（公民館）

宝くじ助成事業で公民館を建設
　コミュニティの健全な発展を図ることを目的とした
コミュニティ助成事業により、高野瀬区にコミュニ
ティセンター（公民館）が建設されました。
　このコミュニティ助成事業は、宝くじ社会貢献広報
事業費を財源として一般財団法人自治総合センターが
助成決定を行う
ものです。
　今後、高野瀬
区のますますの
活性化が期待さ
れます。

２月５日　宝くじ助成金事業

勢いよくスタートを切る選手たち

みんなでたすきをつなぎました
　第 40 回旭志一周駅伝大会・第 50 回くらだけ友の
会旭志一周駅伝大会は、一般の部全 14 区間、くらだ
け友の会の部全 18 区間の総延長 30㌔コースで行わ
れ、地区や企業、子ども会など全 21 チームが健脚を
競いました。上位の結果は次のとおりです。( 敬称略 )

【一般の部】　
優勝　九州柳河
精機㈱
準優勝　よかば
い妻越　
３位　伊坂

【子ども会の部】
優勝　新明

１月 24 日　旭志一周駅伝大会

左から菊池清流クラブの瀧
た き

本
も と

欣
き ん

也
や

さん、松
本さん

清流公園の新たなシンボルに
　菊池清流クラブ（松

ま つ

本
も と

節
せ つ

夫
お

代表）が菊池ふれあい清
流公園に墨染桜の苗木を寄贈しました。苗木は菊池遺
産に登録されている寺尾の墨染桜に接ぎ木し、増やし
ている内の１本。後世に残していくため、いつも利用
する菊池ふれあい清流公園に植樹して新たなシンボル
になってほしい
との思いで寄贈
しました。
　樹木は快適な
公園づくりに活
用します。寄贈
ありがとうござ
いました。

２月 10 日　菊池清流クラブが樹木を寄贈

木
き

村
むら

副市長から表彰状と記念品が贈られま
した

中山敬吾さんに特別表彰
　菊池市まちづくり生涯学習フェスティバルで市民表
彰があり、中

な か

山
や ま

敬
け い

吾
ご

さんに（60・遊蛇口区）特別表
彰が贈られました。中山さんは、菊池北中学校野球部
コーチとして 27 年間の長きにわたり少年野球の指導
に尽力し、子どもの成長、教育に大きく貢献しました。
　指導者として
野球を通じて青
少年の健全育成
に貢献し、その
功績が顕著であ
ることが認めら
れ表彰されまし
た。

２月 13 日　市民表彰

活発な意見が交わされました

企業連絡協議会と市長が意見交換
　菊池グランドホテルで市内企業 62 社が加盟する

「菊池市企業連絡協議会」が市長と語る会・賀詞交歓
会を開催しました。
　市長と語る会では、会員企業からの質問や要望に、
江

え

頭
がしら

市長が口頭で回答するなど市勢発展に向けた活発
な意見が交わさ
れました。賀詞
交歓会は菊池市
議会議員の森

も り

清
き よ

孝
た か

議長をはじめ、
多数の人が参加
し、盛大に行わ
れました。

２月５日　市長と語る会・賀詞交歓会

車椅子を寄贈
２月 12 日　玉田工業株式会社

　石油貯蔵・地下貯蔵タンクの全国トップシェアを誇
るタンクメーカーで林原・蘇崎工業団地内に立地して
いる玉田工業株式会社が、地域貢献と地域活性化の取
り組みの一環として、菊池市社会福祉協議会に車椅子
１台の寄贈を決定。贈呈式が行われました。受け取っ
た菊池市社会福
祉協議会の宮

み や

本
も と

武
た け

夫
お

会長は「あ
りがとうござい
ます。大切に使
わせていただき
ます」と感謝を
述べました。

左から社会福祉協議会の吉
よし

安
やす

輝
てる

久
ひさ

事務局長、宮本会長、
玉田工業株式会社の川

かわ
北
きた

博
ひろ

文
ふみ

さん、鈴
すず

野
の

祐
ゆう

一
いち

郎
ろう

工場長

協定に調印した関係機関の代表者

在宅医療の充実を目指して
　菊池市文化会館で菊池地域２市２町（菊池市、合志
市、大津町、菊陽町）の在宅医療の充実を図る協定の
締結式が行われ、郡市医師会など医療、介護、福祉の
関係機関と菊池地域２市２町が調印しました。この協
定は、住み慣れた地域で人生の最期まで安心して暮ら
すことができる
よう、安定した
医療や介護、予
防、住まい、生
活支援などが包
括的に確保され
る体制づくりを
目指します。

１月 31 日　菊池地域２市２町で連携協定

参加者全員で記念撮影

ふるさとのつどい
　東京泗水会（石

い し

坂
ざ か

玲
れ い

子
こ

会長）の第 26 回総会「ふる
さとのつどい」が東京都内で開催され、会員など約
70 人が参加しました。総会と懇親会には、本市から
泗水町出身の市議会議員と木

き

村
む ら

副市長が出席し、ふる
さと納税への協力にお礼を述べました。昨年 11 月の

「米・食味分析鑑
定コンクール世
界大会」で菊池
米が２部門で最
高賞を受賞した
ことなど菊池の
活躍も伝えられ
ました。

１月 31 日　第 26 回東京泗水会総会

左から國津署長、同支店の國武さん、高瀨
さん、坂

さ か

下
し た

久
ひ さ

男
お

さん

菊池警察署で感謝状贈呈
　振り込め詐欺の被害を防止したとして、熊本銀行菊
池支店の國

く に

武
た け

みゆきさんと高
た か

瀨
せ

美
み

奈
な

子
こ

さんに菊池警察
署から感謝状が贈呈されました。２人は来店した高齢
の女性が「孫に現金を渡したい」と慌てている様子を
不審に思い、警察に通報するなどして被害を防止し
ました。感謝状
を贈呈した國

く に

津
つ

剛
つよし

署長は「おか
げさまで被害が
防止できました。
ありがとうござ
います」とお礼
を述べました。

２月４日　市内金融機関で振り込め詐欺を防止

菊池の松囃子を国立能楽堂で披露
　東京都の国立能楽堂で御松囃子御能保存会（田

た

嶌
し ま

晴
は る

雄
お

会長）が国指定重要無形民俗文化財に指定されてい
る「菊池の松囃子」を披露しました。松囃子能は天下
泰平などを願って舞われるもので、室町時代に申楽が
能楽として大成されるころの芸態を今に伝える貴重
なものです。田
嶌会長は「菊池
の歴史文化を伝
えることで、保
存会として今後
の継承の励みに
なった」と話し
ました。

１月 23 日　国立能楽堂１月公演

国立能楽堂の舞台で松囃子能を披露する保
存会の皆さん

関係者によるテープカットが行われました

ひなまつりオープニング
　菊池夢美術館で「第 13 回菊池わいふのひなまつり」
のオープニング式典が開催され、関係者など約 30 人
が参加しました。式典では菊池第２さくら幼楽園の園
児らが合唱や踊りを披露。特別ゲストとして菊池市応
援キャラクター「きくちくん」も登場するなど、大い
に盛り上がりま
した。
　期間中は菊池
夢美術館と隈府
地区一帯でさま
ざまなイベント
が開催されまし
た。

２月５日　第 13 回菊池わいふのひなまつり
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「動画QRコード」付きの記事は動画をご覧いただくことができます。
ホームページには他の写真も掲載しています。ぜひご覧ください。←このマークがある写真は紙面上で動く動画を見ることができます。

地元の消防団員に消火器の使い方を習いま
した

中原を良くする会合同防災訓練
　中原区の住民でつくる「中原を良くする会」が同区
公民館で防災訓練を行いました。平成 18 年度から毎
年実施しており 10 回目。参加者は消火器を使った消
火方法や小型ポンプの使い方を学習。炊き出し訓練で
は地元で栽培したそば粉を使い、参加者にそばがふ
るまわれました。
同会の原

は ら

川
か わ

智
ち

明
あ き

会長は「地元住
民が防災意識を
持つことが大切。
今後も防災意識
向上のため訓練
したい」。

２月 14 日　中原自主防災組織

藤木支部長㊥から中
な か

津
つ

謙
け ん

一
い ち

菊池教育事務所
長㊨に目録が渡されました

交通安全用品を市内小学校に寄贈
　熊本県トラック協会が市内小学校に交通安全用品を
寄贈し、菊池教育事務所で贈呈式が行われました。こ
れは社会貢献事業の一つとして毎年行っているもの
で、ことしで７回目。寄贈したのは蓄光式反射キーホ
ルダーとクリアファイル。同協会菊池支部の藤

ふ じ

木
き

德
の り

昭
あ き

支部長は「未来
を担う子どもた
ちの安全のため
に使ってほしい。
これからも活動
を続けていきた
い」と話しまし
た。

２月 17 日　熊本県トラック協会

1. 泗水東保育園児による和太鼓演奏　2. 菊池市マジック同好会によ
るマジック　3. ものづくり教室　4. 泗水小学校合唱部による合唱

子どもも大人もフェスティバルを満喫
　菊池市文化会館で開催され、市内外から約 800 人
が参加しました。ステージ発表では小学校や市民団体
など 6 団体が日頃の練習の成果を披露。会場からは
惜しみない拍手が送られました。記念講演では「出会
い、ふれあい、人の味」と題し、テレビや CM など
でおなじみの八

や

名
な

信
の ぶ

夫
お

さん（俳優）が、ユーモアを交
えて講話。小ホールで
は、ものづくり教室、
ふれあい動物園、公民
館講座の作品展示など
もあり、子どもから大
人までフェスティバル
を満喫していました。

２月 13 日　菊池市まちづくり生涯学習フェスティバル

身振り手振りを交えて熱心に語る
八名さん

1

3

2

4

一斉にスタートする選手たち

町内を全力疾走！
　孔子公園をスタート・ゴールに、全９区間 32.5㌔
のコースで行われ、34 チームが参加しました。上位
の結果は次のとおりです。【一般の部】優勝：北住吉
区（２時間 12 分 27 秒）２位：福本一区（２時間
17 分 57 秒）３位：富の原台区（２時間 19 分 41 秒）

【オープン】優勝：
剛明直疾風（２
時間１分 36 秒）
２位：消防Ａチー
ム（２時間５分
25秒）３位：泗水
中サッカー部（２
時間９分14秒）

２月 14 日　第 42 回泗水町内一周駅伝大会

上町老人会の皆さん㊤
深川フラワーズの皆さん㊦

上町老人会と深川フラワーズが表彰
　上町老人会と深川フラワーズが熊本県緑化環境美化
功労者表彰を受け、報告のため市役所を訪れました。
この表彰は、長年にわたり月１回以上の美化活動など
を行っている団体を表彰するものです。上町老人会は、
菊池松囃子能場や将軍木周辺などの清掃や除草を 10
年以上実施。深
川フラワーズは、
平 成 11 年 か ら
現在まで、同地
区の歩道部分の
花植えなど緑化
活動を続けてい
ます。

２月 18 日　緑化環境美化功労者表彰

お茶を飲んで健康になろう
２月 21 日　菊池市健康づくり大会

　七城公民館で開催され、多くの来場者でにぎわいま
した。ステージでは日本茶アーティストの茂

も

木
き

雅
ま さ

世
よ

さ
んを講師に招き、「お茶と健康」をテーマに講演があ
りました。講演後は茂木さんと本市の地域おこし協力
隊北

き た

里
ざ と

嘉
よ し

幸
ゆ き

さんがワークショップを開催。参加者は、
お茶とアートを
融合した新しい
感覚のお茶の楽
しみ方を学んだ
り、薬草茶とセ
ルフ整体を通し
た健康法を学ん
だりしました。

茂木さんのワークショップ

関係の代表者が集まり意見を交換しました

消費者被害を防止を目指して
　菊池市消費者被害防止ネットワーク会議を菊池市役
所で開催しました。この会議は、市民の安心安全で豊
かな消費生活の実現のために関係機関と個人、団体な
どが連携し、消費者被害を未然に防止することを目指
して意見交換などを行います。今回は、福祉課に新設
した「菊池市く
らしサポートセ
ンター」との連
携事例や庁内・
庁外との連携で
解決に導いた事
例などを会議で
報告しました。

２月 18 日　消費者被害防止ネットワーク会議

受賞した皆さん

第10回万句のふるさと菊池表彰式
　第 10 回万句のふるさと菊池の表彰式が七城公民館
であり、出席した 25 人の児童・生徒に表彰状と記念
品が贈られました。
　今回の募集には県内や本市の姉妹都市、友好都市、
交流都市の小中学生から、俳句 8,705 句、短歌 1,348
首、計10,053 の
作品が寄せられ
ました。入選者
200 人 の う ち
30 人が最優秀賞
に選ばれました。

２月 22 日　俳句・短歌

300 本の苗木を１本ずつ丁寧に植えました

ふるさとを人が集まる桜の名所に
　第１回山桜植樹祭が斑蛇口湖畔であり、市民や関係
者など約 200 人がヤマザクラの苗木を植樹しました。
竜門ダム建設に伴い移転した住民グループが、ふるさ
とを人が集まる桜の名所にしようと企画。宮崎市の造
園業者の協力を得て約２㌶に 300 本を植樹しました。
参加した江

え

頭
がしら

市
長は「これこそ
地方創生の根底
にある活動。一
本ずつ大切に植
えて次世代に受
け継ぎましょう」
と語りました。 

２月 21 日　第１回山桜植樹祭

受賞した中山さん㊧と齊藤さん㊨

齊藤敏春さんと中山秀樹さんが表彰
　ＪＡ熊本経済連ホールで熊本県茶振興大会があり、
熊本県茶品評会と熊本県経済連茶生産流通協議会茶共
進会の表彰式が行われました。本市から齊

さ い

藤
と う

敏
と し

春
は る

さ
ん（旭志）が熊本県茶品評会「茶園の部」で会長賞と
特別賞（農林水産大臣賞）を、中

な か

山
や ま

秀
ひ で

樹
き

さん（旭志）
が熊本県経済連
茶生産流通協議
会茶共進会「普
通煎茶の部」で、
個人賞と特別賞

（熊本県茶商業協
同組合理事長賞）
を受賞しました。

２月 15 日　平成 27 年度熊本県茶振興大会

デートＤＶを防ぐ方法などを学びました

菊池女子高校で人権教室
　山鹿人権擁護委員協議会 （近

こ ん

藤
ど う

安
や す

隆
た か

会長・会員 26
人）が菊池女子高校の３年生を対象に交際相手から受
ける暴力「デ－トＤＶ」の人権教室を開催しました。
　人権教室では３種類のデートＤＶの映像を見て生徒
と人権擁護委員が感想を話し合ったほか、「なぜデー
トＤＶがおこる
のか」「なぜ別れ
ないのか」「対等
な関係を築くた
めの方法」など
デートＤＶの本
質を学び意見交
換しました。

２月 19 日　「デ－トＤＶ」を学び防止しよう
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４月３日
㈰

みやの小児科（小） 合志市 096(248)5800

たしろクリニック（胃・内・肛・ア） 大津町 096(340)3220

城間クリニック（整） 菊池市 0968(25)2506

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096(232)5011

ながた歯科 合志市 096(344)2385

４月10日
㈰

いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096(242)6633

東熊本第二病院（内） 菊陽町 096(232)3939

岸病院（外） 菊池市 0968(38)2750

黒川産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968(25)1071

西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968(38)7031

金田歯科医院 大津町 096(293)1387

４月17日
㈰

宮本内科クリニック（内・小・循） 菊池市 0968(25)2047

本多内科胃腸科医院（内） 菊陽町 096(232)2021

後藤整形外科医院（整・リハ） 菊池市 0968(25)2906

むさし眼科クリニック（眼） 合志市 096(248)6390

栄町薬局 菊池市 0968(23)0086

林秀樹歯科医院 菊池市 0968(25)4500

４月24日
㈰

まつもとこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（338）8960

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561

田中医院（内・胃内・外） 菊池市 0968（38）7070

たに耳鼻咽喉科アレルギー科（耳・ア） 菊陽町 096（233）3387

石川歯科医院 菊陽町 096（232）5818

うさぎの谷薬局泗水店 菊池市 0968(38)7088

４月29日
㈮㈷

千年内科クリニック（内・循内・小） 合志市 096（273）7227

仁誠会クリニック光の森（腎内） 菊陽町 096（285）3466

杜の里　かねこクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（23）7522

古賀眼科（眼） 大津町 096（293）1411

よつば薬局菊池店 菊池市 0968（36）9373

５月１日
㈰

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520

平山内科クリニック（内・呼内・ア・緩内） 合志市 096（273）6104

笹原整形外科医院（整） 菊陽町 096（232）1165

斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（24）1177

５月３日
㈫㈷

西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561

川口病院（外・内・整） 菊池市 0968（25）2230

いけだ泌尿器科・内科（泌・内） 菊陽町 096（233）1000

５月４日
㈬㈷

てらしま小児科医院（小・内） 菊陽町 096（232）5151

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

岩根クリニック（胃・外・消） 菊池市 0968（25）4230

ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

５月５日
㈭㈷

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164

たぶち内科循環器科（内・循） 菊陽町 096（233）3588

三隅胃腸科内科外科医院（内・外） 合志市 096（248）6161

堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455

休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、地域救急医療情報センター（菊池
広域連合消防本部）☎ 096(232)9331 でご確認ください。

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ
Message from the mayor

江頭　実

◆
２
月
に
２
件
の
う
れ
し
い
知
ら
せ
が

舞
い
込
み
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
市
民
の

取
り
組
み
が
全
国
レ
ベ
ル
で
評
価
さ
れ

た
内
容
で
す
。
一
つ
目
は
、
国
交
省
か

ら
先
進
的
な
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
の

活
動
事
例
と
し
て
、
竜
門
ダ
ム
湖
周
辺

の
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
が
選
ば
れ
、

先
日
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
竜
門

ダ
ム
フ
ェ
ス
タ
や
市
民
レ
ガ
ッ
タ
、
デ

ジ
タ
ル
掛
け
軸
や
世
界
一
ソ
ー
メ
ン
流

し
な
ど
の
官
民
一
体
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
、
発
表
し
た
自
治
体

は
全
国
で
３
つ
だ
け
で
し
た
。
◆
二
つ

目
は
、
戸
崎
小
学
校
の
ホ
タ
ル
飼
育
の

取
り
組
み
が
、環
境
省
が
募
集
す
る「
こ

ど
も
ホ
タ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
選
ば
れ
た

こ
と
で
す
。
さ
ら
に
同
小
４
年
生
８
人

が
行
っ
た
発
表
内
容
が
、
全
国
２
位
と

な
る
「
ベ
ネ
ッ
セ
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
飼
育
を
通
じ
て
川
の
水
質
改
善

に
取
り
組
ん
だ
点
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
、
選
ば
れ
る
の
は
全
国
で
５
校
だ
け

の
名
誉
で
す
。
ホ
タ
ル
飼
育
は
旭
志
小

学
校
も
３
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
◆
市
民
の
地
道
な
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、
そ
の
内
容
を
全
国
大
会
で
発

信
で
き
る
こ
と
は
大
き
な
達
成
感
と
自

信
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
回
、
菊
池
の

市
民
力
が
全
国
レ
ベ
ル
で
認
め
ら
れ
た

こ
と
は
誇
ら
し
い
限
り
で
す
。
全
て
の

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
の
敬
意
と

感
謝
の
気
持
ち
を
送
り
ま
す
。�

「全国レベルの市民力」vol.25

① 「iphone」「ipad」の場合
⇒ App store から
　「Android」の場合
⇒ Google play から
　 「Aurasma」で検索してインストール

します。

■登録手順

②  Aurasma を起動するとチュートリア
ル画面が表示されますので、一番右
までスライドし「Skip」を押します。
真ん中下の△マークを押すと画面下
部に検索ボタンが出ますので、タッ
プして「癒しの里　菊池」と入力し
検索します。

③ 「Follow」をタップして選択します。
（選択すると Following に変わります）
画面下部中央の四角のボタンを押しま
す。

④ 「AR」のマークがある写真にスマート
フォンをかざすと動画を見ることがで
きます。

⇒菊池渓谷の写真
にかざしてみてく
ださい。画面をダ
ブルタップすると
写真からスマホを
離しても見ること
ができます。

広報写真が動き出す！？最先端の不思議体験

動画の視聴方法

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成29 年３月までに誕生日を迎える

３歳までの子どもの写真を募集しています！

申込期限　誕生月の前月５日※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　写真にコメントを添えて、市長公室または各総合支所の広
報担当まで申し込んでください。写真はデータでも受け付けます。写
真のみ後日提出でも可能です。

後
ご

藤
とう

駿
しゅん

太
た

くん
（３歳○菊　大琳寺）
父： 弘道さん　母： 亜紀子さん

幼
稚
園
に
行
く
の
、

楽
し
み
だ
な
ぁ
～
♪

H25年
４月１日

生まれ

菅
かん

　莉
り

里
り

ちゃん
（２歳○泗　富の原一）
父： 智史さん　母： 美紀さん

H26年
４月23日

生まれ

じ
ぃ
じ
、
ば
ぁ
ば
、

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

い
つ
も
あ
り
が
と
♡

江
え

上
がみ

侑
ゆ

那
な

ちゃん
（３歳○泗　永）
父： 礼彦さん　母： 智美さん

じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
ぁ
ち
ゃ
ん
、

ま
た
遊
ん
で
ね
！

H25年
４月22日

生まれ

篠
しの

原
はら

壮
そう

太
た

くん
（１歳○菊　日生野）
父： 弘章さん　母： 美由紀さん

H27年
４月２日

生まれ

新
明
の
お
兄
ち
ゃ
ん

た
ち
、
大
好
き
っ
！

平
ひら

井
い

快
かい

都
と

くん
（２歳○七　甲佐町）
父： 祐介さん　母： 恵美さん

瑛
太
に
ぃ
大
凱
に
ぃ

大
好
き
！
僕
も
も
う

す
ぐ
兄
貴
に
な
る
よ

H26年
４月10日

生まれ

徳
とく

留
どめ

夢
ゆめ

菜
な

ちゃん
（３歳○泗　富の原中央）
父： 拓也さん　母： 景子さん

H25年
４月26日

生まれ

３
さ
い
に
な
っ
た

よ
、お
お
き
く
な
っ

た
よ

永
なが

田
た

和
かず

真
ま

くん
（２歳○泗　高江）
父： 雄樹さん　母： 詩織さん

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば

大
好
き
♡
パ
パ
も
誕
生

日
お
め
で
と（
適
当
）

H26年
４月４日

生まれ

岡
おか

本
もと

将
まさ

輝
き

くん
（１歳○菊　上赤星）
父： 泰寛さん　母： 真由美さん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い

つ
も
あ
り
が
と
う
！

大
好
き
‼

H27年
４月10日

生まれ
藤
ふじ

川
かわ

曹
そう

揮
き

くん
（１歳○菊　立町）
父： 大聖さん　母： 麻衣さん

に
ぃ
に
、
ね
ぇ
ね
、

い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
ね
♡

H27年
４月13日

生まれ緒
お

方
がた

陽
はる

馬
ま

くん
（２歳○菊　袈裟尾）
父： 幸一さん　母： 理栄子さん

H26年
４月20日

生まれ

お
話
し
大
好
き
！

お
し
ゃ
べ
り
も
上
手

に
な
っ
た
よ
♡

高
たか

瀬
せ

颯
そう

介
すけ

くん
（２歳○泗　富の原中央）
父： 信一さん　母： 訓子さん

じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ

ち
ゃ
ん
、い
つ
も
あ

り
が
と
う
！

H26年
４月29日

生まれ

黒
くろ

崎
さき

永
えい

太
た

くん
（３歳○泗　桜山五）
父： 美成さん　母： 涼さん

お
れ
、ニ
ン
ニ
ン
ジ

ャ
ー
に
な
る
！

H25年
４月５日

生まれ前
まえ

田
だ

龍
りゅう

志
し

くん
（３歳○泗　富納）
父： 高志さん　母： 光さん

仮
面
ラ
イ
ダ
ー

ゴ
ー
ス
ト

大
好
き
～
～
！

H25年
４月12日

生まれ

じ
ぃ
じ
、ば
ー
ち
ゃ
ん
、

あ
や
と
に
ぃ
に

大
好
き
♡

H26年
４月18日

生まれ
水
みず

上
かみ

萌
め

結
い

桜
さ

ちゃん
（２歳○旭　あさひが丘住宅）
父： 文昭さん　母： 恵美さん
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